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社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
32
回
通
常
総
会

は
中
村
勝
彦
荻
窪
税
務
署
長
、
佐
々
木
辰
男

荻
窪
税
務
副
署
長
並
び
に
中
西
充
杉
並
都
税

事
務
所
長
な
ど
多
く
の
来
賓
の
ご
参
会
を
得

て
5
月
27
日
（
金
）
に
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
８
F
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
通
常
総
会
は
開
会
の
こ
と

ば
、
会
長
挨
拶
の
後
、
水
島
会
長
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
第
１
号
議
案
（
平
成
16
年
度

事
業
報
告
承
認
の
件
）
第
2
号
議
案
（
平
成

16
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
承

認
の
件
）
第
3
号
議
案
（
平
成
17
年
度
事
業

計
画
案
承
認
の
件
）
第
4
号
議
案
（
平
成
17

年
度
収
支
予
算
案
び
承
認
の
件
）
第
5
号
議

案
（
定
款
の
一
部
変
更
と
追
加
承
認
の
件
）
第

6
号
議
案
（
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監

事
改
選
の
件
）
が
上
程
さ
れ
満
場
一
致
で
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
第
6
号

議
案
に
あ
る
よ
う
に
理
事
改
選
に
伴
い
副
会

長
1
名
と
7
委
員
会
の
う
ち
4
委
員
長
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
理
事
59
名
も
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
、
副
会
長
人
事
は
松
澤
洋
二
氏
が
監

事
に
勇
退
さ
れ
た
以
外
は
引
き
続
き
再
選

さ
れ
ま
し
た
。
松
澤
氏
の
後
任
は
前
組
織

委
員
長
の
井
口
一
与
氏
が
副
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
運
営
功
労
者
感
謝
状
、
会
員
増
強

特
別
感
謝
状
、
会
員
増
強
特
別
功
労
支
部
感

謝
状
、
会
員
増
強
優
秀
支
部
感
謝
状
、
会
員

増
強
功
労
者
感
謝
状
、
優
良
経
理
職
員
表
彰

状
の
贈
呈
が
お
こ
な
わ
れ
第
32
回
通
常
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会

第
32
回
通
常
総
会

荻
窪
法
人
会
第
32
回
通
常
総
会
が
5
月
27
日
に
来
賓
18
名
、
会
員
1
9
7
名
出
席
の
も
と
議
事
は

滞
り
な
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
理
事
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
会
長
に
は
水
島
隆
年
氏
が

選
出
さ
れ
、
新
た
に
新
執
行
部
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年
度
は
女
性
理
事
が
4
名
と
今
ま

で
に
な
く
多
く
選
出
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

運
営
功
労
者
感
謝
状
を
受
け
る
岡
田
氏
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社団法人荻窪法人会会長　水島隆年

会長あいさつ

社団法人荻窪法人会　第32回通常総会

　

荻
窪
法
人
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
総
会
へ

お
集
ま
り
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
村
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ
め
杉

並
都
税
事
務
所
そ
し
て
関
連
団
体
の
会
長
の

皆
さ
ま
ご
臨
席
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
1
年
荻
窪
法
人
会
と
言
い
ま
す
と
加

入
率
の
ア
ッ
プ
で
た
い
へ
ん
会
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
努
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
日
、
東
法

連
の
総
会
に
お
い
て
我
々
の
代
表
と
し
て
及
川

厚
生
事
業
委
員
長
が
組
織
率
増
強
と
い
う
こ

と
で
代
表
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
東
法

連
の
な
か
で
3
番
目
に
組
織
率
が
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
東
法
連
に
お
伺
い
し
て
も
鼻

の
高
い
た
い
へ
ん
よ
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ブ
ロ
ッ
ク
長
さ
ま
、
支
部
長
さ
ま
、
会
員
の

皆
さ
ま
に
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
日
本
全
体
を
取
り
巻
く
環
境
と
い

い
ま
す
と
外
で
は
中
国
の
靖
国
問
題
が
一
番
大

き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
経
済
成

長
を
あ
ま
り
に
重
視
し
て
き
た
日
本
が
世
界

の
な
か
で
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
、
認
め

ら
れ
な
い
か
そ
う
い
う
決
断
の
時
だ
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
内
政
干
渉
と
い
う
意
味
も
あ
る

し
経
済
の
ほ
う
が
重
要
だ
と
い
う
意
味
も
あ

る
し
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
国
は
判
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
か
な
と
、
ま
た
国
内

に
お
い
て
は
郵
政
の
民
営
化
が
最
大
の
関
心

事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
の
皆
さ
ま
の
会
員
企
業
を
見
て
い

ま
す
と
、
ま
だ
ト
ヨ
タ
、
キ
ャ
ノ
ン
の
よ
う
に

た
い
へ
ん
高
収
益
を
上
げ
て
い
る
段
階
で
は
な

い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
の
中
で
消
費
が
伸
び
な

い
の
は
感
じ
る
と
こ
ろ
や
は
り
社
会
保
障
制

度
と
言
い
ま
す
か
年
金
の
問
題
と
い
い
ま
す

か
、
こ
の
年
金
の
問
題
に
早
く
方
向
性
を
つ

け
な
い
と
消
費
が
上
が
っ
て
こ
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

や
は
り
将
来
に
対
し
て
の
不
安
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
と
消
費
は
上
が
っ
て
こ
な
い
の
か

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
で
決

着
す
る
か
は
国
で
判
断
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
我
々
地
元
と
し
て
の
景
気
の
悪
さ
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
な
と
、
早
く
方
向

性
を
創
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は

ま
だ
そ
ん
な
に
晴
れ
と
い
う
時
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
曇
り
で
す
。
た
だ
し
晴
れ
に
向
か
っ

て
い
く
曇
り
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

法
人
会
と
い
う
の
は
経
営
者
の
集
ま
り
と

前
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

切
磋
琢
磨
し
て
お
互
い
の
事
業
が
利
益
が
上

が
る
こ
と
を
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
私
も
そ
の
中
で
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
一
年
間
の
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
し
て
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

組織率が東法連3位で表彰。
景気はまだ曇り空、会員同士切磋琢磨していきたい。

Greeting
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本
日
は
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
第
32
回

通
常
総
会
に
お
招
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
さ
ま
方
に
は

日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
た
だ
今
の
総
会
に
お
か
れ

ま
し
て
予
定
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
滞
り
な

く
可
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
あ

げ
ま
す
と
共
に
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
活
動
方

針
に
基
づ
き
様
々
な
事
業
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
、
名
門
荻
窪
法
人
会
が
よ
り
い
っ
そ

う
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
会
の
主
旨
を
よ
く
理
解
さ
れ

会
員
増
強
運
動
や
優
良
経
理
職
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
る
法
人
会
に
対
す
る
ご
功
績
に
対

し
感
謝
状
、
表
彰
状
を
得
ら
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま

方
の
日
頃
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
が

進
み
人
口
減
少
社
会
に
入
る
な
か
で
経
済
社

会
の
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

経
済
社
会
の
変
化
や
多
様
化
す
る
納
税
者
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
適
正
公
平
な
税
務

行
政
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
納
税
者
の

皆
さ
ま
か
ら
理
解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
来
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

改
正
消
費
税
法
の
円
滑
な
定
着
と
電
子
申
告
、

納
税
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は

本
年
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
さ
ま

方
に
は
今
後
と
も
い
っ
そ
う
の
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
健
勝
な
ら
び
に
ご
事
業
の
繁
栄
を
心
か
ら

祈
願
い
た
し
ま
し
て
私
の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名門荻窪法人会がよりいっそう発展されることを期待したい。
また、社会の変化や多様化する納税者ニーズを的確にとらえ

適正公平な税務行政の確立をはかりたい。

来賓祝辞

荻窪税務署長　中村勝彦

Congratulatory address

社団法人荻窪法人会　第32回通常総会
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第
32
回
通
常
総
会
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力

に
依
り
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
署
の
異
動
の
発
令
も
終

わ
り
、
新
し
い
人
事
が
決
ま
り
ま
し
て
、
今
年

度
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
中
村
署
長

を
始
め
、
多
く
の
幹
部
の
皆
様
に
、
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
人
会
も
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
し
い
役

員
が
決
ま
り
、
6
月
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

私
と
共
に
法
人
会
活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を
頂

い
た
、
松
澤
前
副
会
長
は
じ
め
多
く
の
役
員
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
前
役
員
の
皆
様

が
示
さ
れ
ま
し
た
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た

が
、
法
人
会
名
簿
を
出
す
時
期
を
延
期
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
法
が
4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
ど
う
対
処
す
る
か
そ
の

方
向
性
が
固
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
私
の
会

長
職
も
3
期
目
に
入
り
、
今
後
の
法
人
会
活

動
の
方
向
性
を
決
め
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

J
R
西
日
本
の
事
故
、
道
路
公
団
の
天
下
り

の
問
題
な
ど
官
公
庁
の
あ
り
方
に
対
す
る
国
民

の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
今
日
、署
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
取
る
か
？
ま
た
、
署
と
法

人
会
の
関
係
を
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
税
の

P
R
、
法
人
会
の
P
R
を
、
よ
り
広
く
伝
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
?
そ
れ
に
は
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

組
織
率
、
70
%
の
高
い
率
を
維
持
す
る
こ
と

も
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未
入
会
の
法
人

の
方
々
に
「
入
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
む
と
共

に
、
一
般
の
人
々
に
「
法
人
会
っ
て
一
体
何
だ

ろ
う
?
」
と
い
う
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
事

を
活
動
の
中
心
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
法
人
会
会
員
の
皆
様
か

ら
多
く
の
ご
意
見
を
聴
き
、
話
し
合
っ
て
、
今

後
の
活
動
の
方
針
を
決
め
、
皆
様
と
共
に
発
展

し
て
行
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Takatoshi Mizushima
The third stage

第3期目を迎えて
荻窪法人会会長 水島隆年

税
の
P
R
、
法
人
会
の
P
R
を
、

よ
り
広
く
伝
え
る
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新 理 事 紹 介

会長・副会長

会 長副会長副会長副会長副会長副会長

（株）井口鉱油

総務委員長

（株）チャイルド社

柴田豊幸

組織委員長・第20支部長

（株）志村運送

志村正之

研修委員長

（株）泉商会

八方淑夫

広報委員長

ADLIVE（株）

鹿野修二

厚生事業委員長

（有）京桝屋

及川晃司

税制委員長

大新建設（株）

中原章雄

社会貢献活動事業委員長

（株）保坂彫刻工業所

保坂房雄

第1ブロック長

アイユーシー（株）

五十嵐良夫

第2ブロック長

（株）栄設計

木村達夫

第3ブロック長

（株）マルマサ

宇田川康喜

第4ブロック長

朝日梱包運輸（株）

山本芳雄

第5ブロック長

（株）野村総業

野村一男

井口一与
東洋時計（株）

小竹良夫

第1支部長

（有）万代住宅

井上正人

第3支部長

小代工業（株）

小代 勉

第4支部長

東京標識（株）

木山濃美

第2支部長

（株）太田工業

太田順一

研修副委員長

（株）河又

河又雅之

研修副委員長

（株）菊池硝子興業

菊池 隆

広報副委員長

（有）春日園

矢澤規充

組織副委員長・第14支部長

（宗）熊野神社

渡辺 寛

武蔵商事（株）

宇田川紀通
日ノ出樹脂工業（株）

住田岑二
坂田電機（株）

坂田幸彦
（株）興建社

水島隆年

常任理事（委員長）

常任理事（ブロック長）

理事

今年度は理事改選の年にあたり副会長に井口一与氏が選出され4委員会の委員長が新たに改選されました。
また源泉部会長には上田仁士氏が青年部会長には松澤和洋氏が就任。

理事

研修副委員長・第16支部長

（有）好味屋

永井茂久

理事（支部長）
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理 事

（株）報恩商店

橘 國太郎

理事（青年部会長）

（株）ロードランナー

松澤和洋

理 事

（有）三田インテリア

三田恵子

理 事

（株）サンメリット

八重幡清忠

監 事

（株）芳文社印刷

岡 博文

監 事

（株）ロードランナー

松澤洋二

監 事

理 事

小笠原工務店（株）

小笠原庸晶

理 事

大一建設（株）

佐藤則好

理 事

三研マイクロホン（株）

竹内廸子

理 事

（株）古瀬発条製作所

竹之内勝利

理 事

丸二紙業（株）

市川忠義

理 事

（株）日本ファクシミリ

稲澤 修

理事（女性部会長）

（株）イノバ自動車

井野場よ志子

第23支部長

第21支部長

第10支部長

（資）上州屋酒店

栃本芳孝

（株）秦工務店

第11支部長

（株）ミオックス

三輪勝久

第5支部長

（株）須田運輸

須田三好

秦 寿吉

第6支部長

（有）サノ富士

佐野龍雄

八千代興業（株）

第7支部長

（有）フェニックスインターナショナル

小菅和敏

山下民子

第17支部長

（株）アーバンファミリー

榊原 昭

第18支部長

（有）雨宮綜合企画

雨宮正武

第19支部長

（株）大橋商店

宮地 元

第12支部長

第8支部長

（有）オマタエステート

小俣富一

第9支部長（源泉部会長）

（株）上田技術産業社

上田仁士

（有）尚文堂印刷所

小泉憲雄

第24支部長

（有）テーラー山中

山中健宏

第22支部長

第13支部長

（株）不動産鑑定 佐藤研究所

佐藤熊男

第15支部長

豊多摩通運（株）

井上和英

（株）ベニヤ洋菓子店

加藤徹郎

第25支部長

八欧産業（株）

嶋 信介

第26支部長

（株）丸大

蝦名常盛

第27支部長

やよい運送（株）

田辺一郎

第28支部長

相馬商事（株）

相馬秀行

理事（支部長）

理事

（有）春日園

矢澤末張

理事監事
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各委員会

総務委員
副会長 小竹良夫

委員長 柴田豊幸

副委員長 加藤敏行
 金子淑夫

委員 第1ブロック ：田中盛雄
 第1ブロック ：後藤芳宏
 第2ブロック ：種子田武隆
 第3ブロック ：渡辺　寛
 第4ブロック ：太田哲二
 第5ブロック ：金子淑夫
 青年部会 ：真野　大
 女性部会 ：渡辺明子
 女性部会 ：小川美那子

厚生事業委員
副会長 宇田川紀通

委員長 及川晃司

副委員長 大野木 潤
 北嶋　宏 

委員 第1ブロック ：葛和洋子
 第1ブロック ：塚原辰雄
 第2ブロック ：千葉喜玄
 第2ブロック ：北嶋　宏 
 第3ブロック ：宮下通孝
 第3ブロック ：大久保久子
 第4ブロック ：畠山和男
 第4ブロック ：大野木 潤
 第5ブロック ：蝦名光世
 第5ブロック ：竹内廸子
 青年部会 ：岡　博之
 女性部会 ：蝦名光世
 女性部会 ：大久保久子

共済関係 大同生命保険（株）新宿支社
 AIU保険会社 東京第一ISオフィス
 アメリカンファミリー生命保険会社

研修委員
副会長 小竹良夫

委員長 八方淑夫

副委員長 永井茂久
 河又雅之
 菊池 隆 

委員 第1ブロック ：岸岡秀直
 第1ブロック ：佐藤安彦
 第2ブロック ：桝田嘉生
 第3ブロック ：斎藤敬子
 第4ブロック ：本田正一
 第5ブロック ：小笠原庸晶
 第5ブロック ：鈴木愛山
 青年部会 ：柴田夏航
 女性部会 ：秋葉恵子
 女性部会 ：市川恵美

広報委員
副会長 坂田幸彦

委員長 鹿野修二

副委員長 矢澤規充

相談役 中山 一昭

委員 第1ブロック ：井口悦明
 第1ブロック ：佐々木 止
 第2ブロック ：小菅和敏
 第3ブロック ：神崎重絋
 第3ブロック ：多比良秀俊
 第4ブロック ：加藤孝一
 第5ブロック ：嶋　信介
 第5ブロック ：中島敬太
 青年部会 ：中島康治
 女性部会 ：光藤多禰子
 女性部会 ：久下本保子

税制委員
副会長 住田岑二

委員長 中原章雄

副委員長 五十嵐良夫
 岩倉永一

委員 第1ブロック ：山崎　勲
 第2ブロック ：北出　肇
 第3ブロック ：岩倉永一
 第3ブロック ：小林誉光
 第4ブロック ：千代延 博
 第5ブロック ：相馬秀行
 青年部会 ：田中晴弘
 女性部会 ：渡辺繁子
 女性部会 ：野田とめ子

社会貢献活動事業委員
副会長 住田岑二

委員長 保坂房雄

副委員長 国保恵昭
 織茂育代
 成瀬雅人

委員 第1ブロック ：春日義夫
 第1ブロック ：東 文子
 第2ブロック ：小川美那子
 第3ブロック ：井上徳成
 第4ブロック ：宇田川 誠
 第5ブロック ：児玉慶子
 青年部会 ：中川 一
 女性部会 ：東 文子
 女性部会 ：児玉慶子 

組織委員
副会長 井口一与

委員長 志村正之

副委員長 石黒貞男
 安村喜久子
 渡辺 寛  
 永田政弘
 宮本一成

委員 第1ブロック ：松野　裕
 第1ブロック ：石黒貞男
 第2ブロック ：八重幡清忠
 第2ブロック ：安村喜久子
 第3ブロック ：関口竜治
 第3ブロック ：菊地美枝
 第4ブロック ：渡辺邦夫
 第4ブロック ：永田政弘
 第5ブロック ：舘　充 
 第5ブロック ：平井政武
 第5ブロック ：山中健宏
 第5ブロック ：宮本一成
 第1支部 ：木村拓史
 第2支部 ：松野　裕
 第3支部 ：佐藤則好
 第4支部 ：後藤芳宏
 第4支部 ：岸岡秀直
 第5支部 ：藤田万里子
 第6支部 ：小川美那子
 第7支部 ：安村喜久子
 第8支部 ：小俣富一
 第9支部 ：稲澤　修
 第10支部 ：栃本芳孝
 第11支部 ：管　省吾
 第12支部 ：丸山一人
 第12支部 ：関　昌央
 第13支部 ：岡　博文
 第14支部 ：渡辺　寛  
 第15支部 ：井垣淑雄
 第16支部 ：柳沢勲平
 第17支部 ：菊地美枝
 第18支部 ：雨宮正武
 第19支部 ：畠山和男
 第20支部 ：寺嶋佳章
 第21支部 ：秦　寿吉
 第22支部 ：田中晴弘
 第23支部 ：永田政弘
 第24支部 ：山中健宏
 第25支部 ：宮本一成
 第26支部 ：三田恵子
 第27支部 ：早川弘一
 第28支部 ：平井政武
 青年部会 ：小笠原秀明
 青年部会 ：鈴木千鶴
 女性部会 ：三田恵子
 女性部会 ：中島禮子



August 2005 Ogikubohojinkai Kaiho　10

昨年、孫が誕生。53歳のおじいちゃん。「まだまだ若いですよ。これからです」と志村新組織委員長。力強い一言一言が
若い従業員の心を動かすのかと思いきや、「こちらが誠心誠意で行動すれば、言葉で強調しなくても必ず伝わります」と
お話しくださいました。行動力と人間的な魅力にあふれた企業トップである志村氏に、故郷・塩山で思い描いたアマゾン
への夢、お子さんへの思い、新組織委員長としての抱負などをうかがいました。

 聞き手 ◎ 鹿野修二　矢澤規充

新組織委員長インタビュー

志村正之
組織委員長

日本の青年たちよ、一人で旅立て

一歩を踏み出す勇気をもとう

　

志
村
組
織
委
員
長
が
、
高
校
卒
業
ま
で
を

過
ご
し
た
の
は
山
梨
県
塩
山
。
都
心
か
ら
車

で
1
時
間
半
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
塩
山
市
は
、

武
田
信
玄
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
恵
林

寺
を
は
じ
め
武
田
氏
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
や

歴
史
文
化
遺
産
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
東
京

で
の
生
活
の
ほ
う
が
長
く
な
っ
た
今
も
、
故

郷
に
別
荘
を
も
ち
、
夏
休
み
や
、
と
き
に
は

週
末
を
そ
こ
で
過
ご
す
そ
う
で
す
。
石
投
げ

や
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
遊
ん
だ
や
ん
ち
ゃ
な
少
年
時

代
。
山
へ
川
へ
と
思
い
っ
き
り
駆
け
回
っ
た
志

村
少
年
の
胸
に
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
広
い
と

こ
ろ
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
、
ア
マ
ゾ
ン
へ
行

っ
て
み
た
い
、
そ
ん
な
夢
が
ふ
く
ら
ん
で
い
ま

し
た
。

　

高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
、
卒
業

後
上
京
し
、
杉
並
で
運
送
業
を
営
ん
で
い
た

叔
父
の
家
か
ら
大
学
へ
通
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
間
、
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
夢
は
消
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
大
学
を
卒
業
し
た
の
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
と
き
で
、
海
外
旅
行
が
は
や
り
は
じ
め
た

こ
ろ
。
知
人
が
保
証
人
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
ん
で
す
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
１
年
半
く
ら
い
。
そ
こ
で
皿
洗

い
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
ド
ル
を
か
せ
い

で
、
南
米
を
回
っ
た
ん
で
す
」

　

お
よ
そ
２
年
の
旅
を
終
え
て
日
本
に
帰
っ

た
の
ち
、
現
在
の
株
式
会
社
志
村
運
送
に
入

社
さ
れ
ま
し
た
。
親
戚
の
家
業
で
も
あ
り
、

入
社
ま
で
は
様
々
な
思
い
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
社
会
的
な
経
験
を
積
む
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
、
他
企
業
へ
の
就
職
試
験
に
も
挑
戦
さ
れ

ま
し
た
。
高
校
時
代
、
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て

全
国
ベ
ス
ト
４
の
実
力
を
も
つ
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
活
躍
し
、
大
学
で
も
ラ
グ
ビ
ー
部
に

所
属
し
て
い
た
志
村
氏
は
、
そ
の
経
歴
と
人

柄
で
入
社
試
験
の
役
員
面
接
も
難
な
く
パ
ス
。

し
か
し
、
す
で
に
就
職
先
は
心
に
決
め
て
い
ま

し
た
。

　
「
丁
重
に
お
断
り
し
ま
し
た
。
も
し
ど
こ
か

の
会
社
に
勤
め
て
い
た
ら
、
ク
ビ
に
な
っ
て
い

る
ね
（
笑
い
）」

　

組
織
委
員
、
支
部
長
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
法
人
会
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を

も
と
に
、
新
組
織
委
員
長
と
し
て
ま
す
ま
す

パ
ワ
ー
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
僕
は
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
自
分
な
り
に
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
き

た
と
思
う
。
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う

信
念
で
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
言
い
た
い
こ
と

を
言
っ
て
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

少
年
時
代
に
抱
い
た
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
夢

組
織
の
ト
ッ
プ
が
雰
囲
気
づ
く
り
を
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も
、
誰
で
も
欠
点
、
弱
点
が
あ
る
し
、
失
敗

も
あ
る
。
み
ん
な
も
同
じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
あ
ま
り
く
よ
く
よ
し
ち
ゃ
い
け

な
い
、
前
を
向
い
ち
ゃ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
性
格
な
ん
で
す
。

　

な
ぜ
僕
が
組
織
委
員
長
に
な
っ
た
か
と
い

う
と
、
僕
の
支
部
の
組
織
率
を
見
て
も
ら
え

ば
わ
か
る
け
れ
ど
、
と
て
も
低
い
。
だ
か
ら
少

し
で
も
組
織
率
を
上
げ
る
た
め
に
任
命
さ
れ

た
ん
で
す
（
笑
）。
必
ず
や
上
げ
る
と
ま
で
は

言
わ
な
い
ま
で
も
、
キ
ー
プ
し
た
い
。
皆
さ
ん

が
言
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
、
僕
の
活
動
的
な

性
格
が
、
そ
れ
に
貢
献
で
き
れ
ば
一
番
幸
せ
だ

と
思
い
ま
す
」

　

荻
窪
法
人
会
は
成
熟
期
に
入
り
、
組
織
率

70
%
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
入
会
社
数
と
退

会
社
数
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
最
近
の
動
向
を

見
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
入
会
に
力
を
入
れ
て
き

た
け
れ
ど
、
会
員
の
方
に
目
を
向
け
直
し
て
、

組
織
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
会
が
知
恵
を
出
し
て
、
全
体
と
し
て
魅
力

あ
る
法
人
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
も

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
組
織
率
の
高
い
支
部
を
見
習
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
点
も
あ
る
。
そ
う
い
う
支
部
は
ど

ん
な
雰
囲
気
な
の
か
。
ま
ね
た
ほ
う
が
い
い
面

が
あ
る
は
ず
で
す
。
組
織
と
い
う
の
は
、
上
に

立
つ
人
の
心
構
え
一
つ
で
変
わ
り
ま
す
。
組
織

率
の
上
が
る
雰
囲
気
づ
く
り
、
そ
れ
を
日
夜
、

悩
ん
で
い
る
ん
で
す
（
笑
）」

　

志
村
組
織
委
員
長
の
ご
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ

と
旅
行
。
奥
様
と
一
緒
の
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
一
人
か
仲
間
と
連
れ
だ
っ
て
旅
す
る
の
は

や
は
り
海
外
で
す
。

　

ご
家
族
は
、
奥
様
と
３
人
の
娘
さ
ん
。

　
「
長
女
が
結
婚
し
て
、
昨
年
、
孫
が
生
ま
れ

た
ん
だ
け
ど
、
も
う
か
わ
い
く
て
仕
事
な
ん
て

ど
う
で
も
よ
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）。
男
は

本
能
的
に
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
生
き
て
い
る
。

子
ど
も
を
育
て
て
孫
を
見
た
ら
、
も
う
死
ん

で
も
い
い
ん
だ
ね
男
は
。
そ
れ
ほ
ど
、
か
わ
い

い
」
と
、
満
面
の
笑
み
を
う
か
べ
る
志
村
氏
。

　

行
動
力
と
人
間
的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
企

業
の
ト
ッ
プ
で
す
が
、
孫
を
見
て
「
世
の
中

に
こ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の

か
、
今
ま
で
の
人
生
は
何
だ
っ
た
の
か
と
さ

え
思
い
ま
す
。
で
も
、
過
去
が
あ
っ
て
の
今

だ
か
ら
、
改
め
て
す
べ
て
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
も
。

　

そ
ん
な
志
村
氏
の
、
お
子
さ
ん
へ
の
教
育
方

針
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
親
は
、
子
ど
も
が
成
人
に
な
り
、
学
校
を

卒
業
し
て
立
派
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
あ
な
た

た
ち
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て

い
る
ん
だ
か
ら
、
あ
な
た
た
ち
が
や
り
た
い
こ

と
、
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
何
で
も
や

り
な
さ
い
、
と
言
っ
て
き
ま
し
た
」

　

日
本
は
島
国
だ
か
ら
、
若
い
と
き
に
海
外

を
見
聞
す
る
こ
と
は
必
ず
人
生
の
プ
ラ
ス
に

な
り
、
財
産
に
な
る
と
い
う
の
が
信
念
。
決

し
て
、
行
き
な
さ
い
と
は
強
要
し
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
海
外
の
話
は
ず
い
ぶ
ん
し
た
そ
う
で

す
。
父
の
思
い
を
受
け
て
娘
さ
ん
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
経
験
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
日
本
の
若
者
、
と
く
に
男
は
海
外
を
見
よ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
人
旅
が
い
い
。

あ
ら
か
じ
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
テ
ル
を
予

約
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
現
地
へ
行
っ
て
、
言

葉
の
わ
か
ら
な
い
な
か
で
自
分
で
探
す
こ
と

が
大
事
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
、
バ
ス
に
乗

る
の
か
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
の
か
、
そ
う
い
う

困
っ
た
こ
と
に
対
処
す
る
経
験
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
日
本
人
は
一
人
で
行
動
し
な
い
か

ら
ね
。
た
と
え
ツ
ア
ー
で
も
、
一
人
で
街
を
歩

く
時
間
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
常
々
思
っ
て
い
る

ん
で
す
」

　

自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
誠
心

誠
意
努
力
し
て
や
り
遂
げ
る
。
そ
れ
が
志
村

組
織
委
員
長
の
信
念
で
す
。
時
間
が
な
い
、

仕
事
が
忙
し
い
等
々
、
で
き
な
い
理
由
を
あ
げ

る
の
は
簡
単
で
す
が
、
何
か
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ら
勇
気
を
も
っ
て
行
動
に
出
る
、
そ
れ
が
そ

の
人
を
変
え
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
「
組
織
委
員
長
と
し
て
、
何
で
も
い
い
か
ら

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
」

一
歩
踏
み
出
せ
ば
大
き
く
変
わ
る
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社団法人荻窪法人会青年部会
第31回総会と30周年記念式典を吉祥寺の第一ホテルで挙行。

　

第
31
回
総
会
は
矢
澤
規
充
部
会
長
を
議
長

に
選
出
し
第
1
号
議
案
（
平
成
16
年
度
事
業

報
告
）、
第
2
号
議
案
（
平
成
16
年
度
決
算
報

告
）、
第
3
号
議
案
（
平
成
17
年
度
事
業
計
画

案
）、
第
4
号
議
案
（
平
成
17
年
度
予
算
計
画

案
）、
第
5
号
議
案
（
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件
）
ま
で
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
第
5
号
議
案
に
よ
っ
て
青
年
部
会
長
が

矢
澤
規
充
氏
か
ら
松
澤
和
洋
氏
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
副
部
会
長
に
真
野
大
氏
、
岡

博
之
氏
、
幹
事
長
に
柴
田
夏
航
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

30
周
年
記
念
式
典
は
水
島
隆
年
荻
窪
法
人

会
会
長
、
中
村
勝
彦
荻
窪
税
務
署
長
、
山
田
宏

区
長
、
石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
東
京

法
人
会
連
合
会
や
近
隣
の
法
人
会
青
年
部
会
の

方
々
、
そ
し
て
荻
窪
法
人
会
の
理
事
な
ど
諸
先

輩
の
ご
参
会
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
水
島

会
長
が
青
年
部
会
30
周
年
に
あ
た
り
と
題
し
て

挨
拶
。
中
村
署
長
、
山
田
区
長
、
石
原
衆
議
員

よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
歴
代
の
部

会
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
記
念
祝
賀
会
へ
と

舞
台
は
移
さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
ニ
ュ
ー
ク

ラ
シ
ッ
ク
M
O
D
E
A
の
皆
様
の
演
奏
と
青

年
部
会
で
は
例
年
「
落
語
を
楽
し
む
会
」
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
古
今
亭
寿
輔
師
匠
の
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

社団法人荻窪法人会青年部会の第31回総会と30周年記念式典が4月20日吉祥寺の第一ホテル
で行われました。第31回総会は第1号議案から第5号議案まで無事承認されました。また今年
は役員の改選年度にあたり青年部会長が矢澤規充氏から松澤和洋氏にバトンタッチされまし
た。総会終了後の30周年記念式典では水島隆年荻窪法人会会長、中村勝彦荻窪税務署長を
はじめ多くの来賓の方々の出席のもと大変盛大に行われました。

本
日
は
こ
こ
に
荻
窪
法
人
会
青
年
部
会
の
30

周
年
式
典
を
開
催
で
き
る
事
を
皆
様
方
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
50
年
に
設
立
総
会
が
開
か
れ
て
以
来

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
設

立
当
初
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
と
い
う
厳

し
い
経
済
環
境
の
中
で
し
た
が
49
名
も
の
会

員
が
集
い
発
足
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

設
立
時
の
先
輩
方
は
そ
う
い
っ
た
時
代
背
景

や
会
立
ち
上
げ
時
の
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
後
10
年
、
20
年
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で

多
く
の
立
派
な
先
輩
方
が
青
年
部
会
と
関
わ

り
、
部
会
を
発
展
拡
大
さ
せ
た
の
は
皆
様
ご

承
知
の
通
り
で
す
。

　

青
年
部
会
活
動
は
法
人
会
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
税
の
知
識
を
得
、
税
務
行
政
に
協
力

し
て
い
く
の
が
第
一
義
で
す
が
、
当
青
年
部

会
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

経
営
に
関
す
る
講
師
を
お
呼
び
し
た
経
営

者
研
修
会
。

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
を
代
表
す
る
よ
う
に
そ

の
時
々
に
合
っ
た
事
柄
を
扱
っ
た
勉
強
会
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
落
語
を
楽
し
む
会
」

に
合
わ
せ
行
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と
い
っ

た
社
会
貢
献
活
動
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
青
年
部
会
は
よ
り
良
い
経
営
者
を
育
て

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
会
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴

と
し
て
良
い
仲
間
作
り
の
場
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

特
に
当
青
年
部
会
は
単
に
経
営
に
関
す
る

だ
け
で
な
く
様
々
な
事
柄
で
悩
み
を
話
し
合

え
る
真
の
仲
間
を
作
る
場
で
あ
る
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
青
年
部
会
を
更

に
発
展
さ
せ
る
べ
く
我
々
部
会
員
は
一
層
の

努
力
を
す
る
所
存
で
す
。
親
会
活
動
へ
の
積

極
的
参
加
、
他
の
単
位
会
青
年
部
会
と
の
交

流
等
様
々
な
活
動
を
通
し
て
青
年
部
会
を

益
々
魅
力
的
な
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

税
務
署
及
び
法
人
会
の
皆
様
そ
し
て
賛
助

会
員
の
先
輩
方
に
は
今
後
と
も
青
年
部
会
を

暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

歴
代
の
部
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

青
年
部
会
は
真
の
仲
間
を
作
る
場

青
年
部
会
30
周
年
実
行
委
員
長 

矢
澤
規
充

議長をつとめる矢澤部会長
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青
年
部
会
の
30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
か
ら
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
こ
の
30
年
間
、
急
激
に
成
長

を
遂
げ
、
バ
ブ
ル
等
の
崩
壊
で
急
ブ
レ
ー
キ
が

か
か
る
な
ど
し
て
翻
弄
さ
れ
た
30
年
間
で
し

た
。
今
は
、
い
く
ら
か
落
ち
着
き
が
見
え
て

き
て
、
将
来
を
思
考
す
る
時
期
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

30
年
等
永
き
に
亘
り
、
若
手
経
営
者
の
育

成
の
場
と
し
て
、
育
て
て
く
れ
た
青
年
部
会

に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
間
、
荻
窪
税
務
署
の
歴
代

の
署
長
、
副
署
長
、
第
一
統
括
官
、
指
導
上

席
の
皆
様
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
又
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

議
論
し
た
懐
か
し
き
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

荻
窪
法
人
会
の
青
年
部
会
の
活
動
は
東
法

連
の
中
で
ひ
と
き
わ
光
っ
て
お
り
ま
す
。
当
部

会
が
30
年
の
永
き
に
亘
り
発
展
し
た
こ
と
は
、

部
会
員
が
よ
き
伝
統
を
受
け
継
ご
う
と
す
る

意
志
と
青
年
部
会
の
先
輩
が
温
か
い
目
で
後

輩
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

創
部
の
時
か
ら
参
加
し
た
私
と
し
て
は
、
仲

間
と
侃
々
諤
々
と
議
論
し
て
作
っ
た
会
則
、
す

な
わ
ち
、
基
本
的
に
部
会
長
は
2
年
で
再
任

で
き
な
い
… 

卒
業
は
48
歳
と
い
う
考
え
方
が

正
し
か
っ
た
様
で
す
。
卒
業
後
は
親
会
の
役

員
に
自
然
と
入
っ
て
い
け
る
指
導
力
と
協
調

性
を
青
年
部
会
で
勉
強
し
、
培
っ
て
き
た
強

さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
こ
の
時
期
、
会
長
と
し
て
務
め
て
い
ら

れ
た
の
も
、
青
年
部
会
の
先
輩
方
々
の
ご
指

導
と
当
会
出
身
の
会
員
、
又
役
員
の
皆
様
の

支
え
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
、
荻
窪
税
務
署
の
幹
部
の
ご
協
力
・

ご
指
導
を
お
願
い
し
、
ま
す
ま
す
青
年
部
会

が
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
お
祝
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
青
年
部
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

貴
青
年
部
会
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
そ
の
歴
史

を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
式
典
や
、
立
派
な

記
念
誌
を
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

貴
青
年
部
会
は
、
法
人
会
の
組
織
の
拡
充

と
事
業
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
50
年
2
月
に
設
立
さ
れ
、
30
年
の

永
き
に
渡
り
法
人
会
の
事
業
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
法
人
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
な
ど
、
ま
さ
に
法
人
会
の
事
業
活
動
の

中
心
的
存
在
に
ま
で
成
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
矢
澤
部
会
長
を
始
め
と
す
る

歴
代
の
部
会
長
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と
ご
努
力
に
対
し

ま
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
力
あ
る
事
業
活
動
を

推
進
さ
れ
、
将
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
発
展

さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢

化
社
会
が
進
み
人
口
減
少
社
会
に
入
る
中
で
、

貯
蓄
率
の
大
幅
な
低
下
な
ど
、
経
済
社
会
の

構
造
は
大
幅
に
変
化
し
て
お
り
、
税
務
行
政

も
益
々
複
雑
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
経
済
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
、
私
ど
も
の
使
命
で
あ
り
ま
す
「
適
正
・

公
平
な
課
税
の
実
現
」
と
「
信
頼
さ
れ
る
税

務
行
政
の
確
立
」
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力

を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

と
り
わ
け
、
昨
年
来
、
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
改
正
消
費
税
法
の
円
滑

な
定
着
や
e

‐

T
a
x
の
普
及
推
進
な
ど
、

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
貴
青
年
部
会
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
が
是
非
と
も
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会

青
年
部
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
祝
辞
と
い
た

し
ま
す
。

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
議
論
し
た
懐
か
し
き
日
々

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

会
長 

水
島
隆
年

ま
さ
に
法
人
会
の
事
業
活
動
の
中
心
的
存
在

荻
窪
税
務
署
長 

中
村
勝
彦

歴代部会長を代表してあいさつする宇田川副会長
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平
成
17
年
4
月
よ
り
青
年
部
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
松
澤
と
申

し
ま
す
。

　

当
青
年
部
会
は
昭
和
50
年
2
月
に
創
設

さ
れ
て
以
来
、
30
年
余
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
の
あ
る
部
会
で
す
。
青
年
部
会
O
B
の

先
輩
方
は
現
在
、
地
元
を
代
表
す
る
企
業

経
営
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
そ
の
多
く
の

方
々
が
親
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
中
枢
と

し
て
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
先
輩
方
や
関
係
諸
兄
の
ご
支
援
の

も
と
、
本
年
4
月
に
は
お
蔭
さ
ま
で
部
会

創
設
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
年
部
会
は
現
在
正
会
員
が
53
名
、
48

歳
以
上
の
賛
助
会
員
・
名
誉
会
員
が
31
名
、

合
計
84
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
会
は
次
代
を
担
う
青
年
経
営
者

の
育
成
、
更
に
は
各
事
業
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
活
動
し
て
お
り
「
税
務
研

修
会
」
や
毎
年
恒
例
の「
落
語
を
楽
し
む
会
」

等
の
勉
強
会
や
社
会
貢
献
事
業
を
月
例
会

と
し
て
年
間
に
10
回
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
年
一
回
、
日
本
各
地
で
行
わ
れ

る
全
法
連
青
連
協
全
国
大
会
等
へ
も
積
極

的
に
参
加
し
て
他
単
位
会
と
の
交
流
も
図

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
時
代
に
相
応
し
い
事
業
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦

今
後
も
時
代
に
相
応
し
い
事
業
活
動
を
展
開 青

年
部
会
長 

松
澤
和
洋

も
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
青
年
部
会
に
対
し
て
、
法

人
会
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
青
年
部
会
長
あ
い
さ
つ

古今亭寿輔師匠

MODERAによる演奏
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昭和49年：発起人会を開催
昭和50年：設立総会を開催
●第1期（昭和50年～51年）：黒沢敬彦部長、坂田幸彦副部長

50年度実績：税務研修7回、講演会3回、企業見学1回
51年度実績：税務研修6回、講演会3回、企業見学1回
◎社会：サイゴン陥落 闘う女サッチャー 田中角栄逮捕

●第2期（昭和52年～53年）：坂田幸彦部長、野村一男副部長
52年度実績：税務研修6回、講演会2回、企業見学1回
53年度実績：税務研修5回、講演会2回、企業見学1回
◎社会：文革終わる 王756号 ピンクレディー旋風

●第3期（昭和54年～55年）：野村一男部長、荒川格副部長
54年度実績：税務研修6回、講演会3回、企業見学1回
55年度実績：税務研修7回、講演会3回、企業見学1回
◎社会：インベーダーブーム 大平首相急逝 山口百恵引退

●第4期（昭和56年～57年）：荒川格部長、水島隆年副部長
56年度実績：税務研修7回、講演会2回、企業見学2回
57年度実績：税務研修8回、講演会3回、企業見学2回
◎社会：ダイアナ結婚 日航機逆噴射

●第5期（昭和58年）：岡博文部長、水島隆年副部長
58年度実績：税務研修7回、講演会3回、企業見学1回
◎社会：おしんブーム ディズニーランド開園

●第6期（昭和59年～60年）：水島隆年部長、住田岑二副部長
59年度実績：税務研修7回、講演会2回、企業見学2回
60年度実績：税務研修8回、講演会3回、企業見学2回
◎社会：グリコ・森永、ロス疑惑 日航ジャンボ墜落

●第7期（昭和61年～62年）：住田岑二部長、八重幡清忠副部長
61年度実績：税務研修6回、講演会2回、企業見学1回、他1回
62年度実績：税務研修5回、講演会2回、企業見学1回、他3回
◎社会：チェルノブイリ大惨事 大韓機爆破テロ

●第8期（昭和63年～平成1年）：八重幡清忠部長、高嶋民雄副部長
63年度実績：税務研修6回、講演会2回、企業見学1回、他3回
1年度実績：税務研修8回、講演会2回、企業見学1回、他2回
◎社会：リクルート事件 昭和天皇崩御

●第9期（平成2年～3年）：高嶋民雄部会長、保坂房雄副部会長、宇田川紀通副部会長
2年度実績：税務研修7回、講演会1回、企業見学1回、他2回
3年度実績：税務研修8回、講演会1回、他4回
◎社会：バブル崩壊 ソ連解体

●第10期（平成4年～5年）：保坂房雄部会長、宇田川紀通副部会長
4年度実績：税務研修7回、講演会2回、企業見学1回、他4回
5年度実績：税務研修7回、講演会2回、他4回
◎社会：ボスニア・ヘルツェゴビナ紛争 細川政権成立 皇太子結婚

●第11期（平成6年）：宇田川紀通部会長、小竹良夫副部会長
6年度実績：税務研修4回、講演会1回、企業見学1回、他2回
◎社会：村山首班内閣 イチロー210安打

●第12期（平成7年）：小竹良夫部会長、上田仁士副部会長
7年度実績：税務研修4回、講演会1回、企業見学1回、他2回
◎社会：阪神大震災

●第13期（平成8年）：上田仁士部会長、柴田豊幸副部会長
8年度実績：税務研修5回、講演会1回、他2回
◎社会：住専破綻 寅さん昇天

●第14期（平成9年～10年）：柴田豊幸部会長、八方淑夫副部会長
9年度実績：税務研修4回、講演会1回、他2回
10年度実績：税務研修4回、講演会1回、他2回
◎社会：酒鬼薔薇事件 列島大不況

●第15期（平成11年～12年）：八方淑夫部会長、河又雅之副部会長,大石剛生副部会長
11年度実績：税務研修4回、講演会2回、他1回
12年度実績：税務研修4回、講演会1回、企業見学1回、他3回
◎社会：金融再編 女たちのシドニー五輪

●第16期（平成13年～14年）：河又雅之部会長、大石剛生副部会長、矢澤規充副部会長
13年度実績：税務研修4回、講演会1回、他1回
14年度実績：税務研修4回、講演会1回、他2回
◎社会：米国同時多発テロ 日韓ワールドカップ開催

●第17期（平成15年～16年）：矢澤規充部会長、真野大副部会長、松澤和洋副部会長
15年度実績：税務研修4回、他3回
16年度実績：税務研修4回、他3回
◎社会：イラク侵攻 アテネ五輪 中越地震

●第18期（平成17年～）：松澤和洋部会長、真野大副部会長、岡博之副部会長
◎社会：JR福知山線脱線事故 愛知万博開催

歴代青年部会長と実績
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鹿
野
修
二
広
報
委
員
長

：

新
支
部
長
の
方
々

を
お
招
き
し
て
初
め
て
の
座
談
会
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
て
支
部
長
に
な

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
支
部
長
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
代
勉
第
3
支
部
長

：

私
は
研
修
委
員
を
長

ら
く
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
も

う
若
手
に
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
年
齢
的
に
も
そ
ろ
そ
ろ

支
部
長
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
、
そ
う
い
う

声
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
腹

を
決
め
な
き
ゃ
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
お
話
を

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
菅
和
敏
第
7
支
部
長

：

私
は
マ
ス
コ
ミ
で
ず

っ
と
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
退
任
す
る
に

当
た
っ
て
都
内
で
幾
つ
か
英
語
教
室
を
引
き

受
け
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も

地
元
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
き
っ
か
け
で
す
。

　

教
育
と
い
う
と
大
げ
さ
な
言
い
方
に
な
る

ん
で
す
け
れ
ど
、
年
を
と
っ
て
世
の
中
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
誘
い

を
受
け
、
法
人
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
。
加
入
し
た
か
ら
に
は
積
極
的
に
出

席
し
、
い
ろ
い
ろ
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
支
部
長
に
推
さ
れ
た
ん
で
す
。

　

ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
地
域
の
お
役
に
立
て

る
な
ら
…
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

山
下
民
子
第
23
支
部
長

：

私
は
前
々
期
に
組

織
委
員
を
前
期
が
研
修
委
員
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
少
し
落
ち
つ
い
た
か
な
と
思

っ
た
と
き
に
今
回
の
支
部
長
の
お
話
が
あ
っ
た

ん
で
す
。

　

前
支
部
長
が
非
常
に
熱
心
に
活
動
を
や
っ

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
若
手
に
そ
の
ま
ま
引
き

継
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
一
番
い
い
し
、
私
と
し

て
は
若
い
方
た
ち
の
応
援
を
す
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
一
遍
に
じ
ゃ
な
く
て
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン

入
っ
て
く
れ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
て
。

　

支
部
長
と
い
う
の
は
、
一
番
働
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
こ
ろ
。
そ
こ
に
一
番
働
け
る
人
た
ち

が
来
て
ほ
し
い
。
組
織
、
研
修
と
や
っ
て
い
た

と
き
の
気
持
ち
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
な
ら

お
引
き
受
け
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、

も
っ
と
も
っ
と
大
勢
の
方
が
実
際
の
法
人
会
の

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
形
が
と

れ
な
い
か
な
と
い
う
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

雨
宮
正
武
第
18
支
部
長

：

私
は
、
う
ち
の
父

が
前
か
ら
法
人
会
に
入
っ
て
い
て
、
加
入
し
て

10
数
年
た
ち
ま
す
が
、
そ
の
間
に
、
社
会
貢

献
活
動
事
業
委
員
会
の
委
員
と
か
、
今
回
、

支
部
長
に
な
る
前
は
18
支
部
の
会
計
を
や
っ

新支部長座談会
S h i n s h i b u t y o  Z a d a n k a i  

坂田副会長は141号の広報誌のインタビューの

なかで「法人会がこれだけ大きく立派にになった

とすると、支部活動の充実に力を入れることが重

要だと思ったんです。法人会に入る目的のひとつ

には、やはり、いろいろな人とおつきあいできるこ

とです。支部といってもわりあい広いですから、普

段おつきあいのない方とも話して、いろいろな考

え方を何らかの形で取り入れることが大事じゃな

いかと思います。支部でコミュニケーションがとれ

て、それが法人会で集まればすばらしいですね」と、

また1月の新年会の挨拶でも支部活動の重要性

を語っています。

支部長のパワーがそのまま法人会のパワーでもあります。
新支部長をお迎えして、今後の抱負や方針をお聞きしました。
支部単位の研修会や行事を通してそれぞれの地域での理解を深めていく、
出席された支部長の思いは同じですが、それぞれ個性豊かな支部創りを目指します。

支部活動が法人会の原点

積
極
的
に
支
部
活
動
を
進
め
た
い
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て
い
ま
し
て
、
前
支
部
長
が
、
ぜ
ひ
次
を
や
り

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
。

　

私
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
若
手
の
つ
も
り
で

い
て
、
し
か
し
、
う
ち
の
父
も
18
支
部
長
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
で
は
若
い
つ
も
り
で

い
て
も
そ
ん
な
年
齢
に
達
し
て
き
た
の
か
な
。

こ
れ
だ
け
長
い
間
、
法
人
会
に
加
入
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
自
分
の
仕
事
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

法
人
会
を
通
し
て
少
し
で
も
世
の
中
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
。
あ

と
、
組
織
の
仲
間
を
ふ
や
す
と
い
う
こ
と
で

も
、
も
っ
と
や
ろ
う
か
な
と
い
う
こ
と
で
引
き

受
け
ま
し
た
。

上
田
仁
士
第
９
支
部
長

：

実
は
、
9
支
部
の

支
部
長
を
長
く
や
っ
て
お
ら
れ
た
方
が
、
病

気
に
な
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
突
然
支
部

総
会
を
や
る
と
い
う
の
で
、
支
部
長
を
新
た

に
決
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
。
そ
う
し
た
ら
上

田
さ
ん
が
い
い
で
す
と
い
う
ぐ
あ
い
に
終
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

　

9
支
部
は
、
西
荻
窪
駅
の
北
側
の
商
店
街

な
ん
で
す
。
法
人
会
の
会
員
を
勧
誘
し
て
組

織
率
を
上
げ
る
と
い
う
の
は
、
間
違
っ
て
い
る

と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
勧
誘
し

て
人
数
だ
け
集
め
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
こ
と

が
あ
る
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
と
か
、
会
員
さ
ん

の
た
め
に
こ
う
し
て
あ
げ
な
き
ゃ
、
こ
う
し
て

ほ
し
い
よ
、
じ
ゃ
こ
う
や
ろ
う
よ
と
い
う
話
を

も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

　

9
支
部
で
何
を
し
よ
う
か
と
い
っ
た
と
き

に
、
商
店
会
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
商
店
会

の
会
員
で
も
あ
る
し
、
法
人
会
の
支
部
の
会

員
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
っ
ち
へ
行
っ
て
も

集
ま
る
人
間
は
い
つ
も
一
緒
。

　

何
と
か
商
店
会
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
が
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
去
年

ぐ
ら
い
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

2
ブ
ロ
ッ
ク
の
6
支
部
と
8
支
部
で
は
、

今
年
の
夏
、
水
打
ち
大
会
と
い
う
の
を
や
る

ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
9
支
部
で
も
何
か
や
ろ
う
と
。
9

支
部
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
西
荻
の
駅
の
周
辺
が

何
か
で
き
る
だ
ろ
う
と
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
の
支
部
の
活
性
化
な
の
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
支
部
に
い
る
と
、
商
店
会
だ
っ
て
こ
う

い
う
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
よ
、
楽

し
い
よ
と
か
。
勉
強
に
な
る
よ
で
も
い
い
ん
で

す
け
れ
ど
、
何
か
そ
う
い
う
こ
と
で
行
っ
て
よ

か
っ
た
な
と
、
そ
れ
で
商
売
に
な
れ
ば
自
然

と
会
員
さ
ん
っ
て
集
ま
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
と
い
う
の
が
今
年
の
目
標
で
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

鹿
野

：

山
下
さ
ん
が
、
前
回
の
座
談
会
の
と
き

に
、
地
域
と
法
人
会
の
あ
り
方
と
い
う
話
を

さ
れ
て
ま
し
た
。

上田仁士 第9支部長小菅和敏 第7支部長小代 勉 第3支部長

山下民子 第23支部長雨宮正武 第18支部長

新支部長 座談会出席者（敬称略）

第3支部長 小代 勉 小代工業（株）

第7支部長 小菅和敏 （有）フェニックスターナショナル

第9支部長 上田仁士 （株）上田技術産業社

第18支部長 雨宮正武 （有）雨宮綜合企画

第23支部長 山下民子 八千代興業（株）

広報委員長 鹿野修二 ADLIVE（株）

広報副委員長 矢澤規充 （有）春日園

地
域
と
法
人
会
の
在
り
方
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だ
ん
だ
ん
町
会
と
か
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
そ
こ
を
法
人
会
で
カ
バ
ー
で
き
な
い

か
と
い
う
、
今
の
上
田
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
お

話
を
。

山
下

：

ダ
ブ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
上
田
さ

ん
の
ほ
う
は
商
店
街
で
、
私
ど
も
は
完
璧
な

住
宅
街
の
地
域
な
も
の
で
す
か
ら
。
気
持
ち

は
一
緒
、
た
だ
畑
が
違
う
。

　

今
、
宮
前
地
区
で
も
、
町
内
会
が
存
続
し

て
い
る
の
は
、
た
し
か
宮
前
1
丁
目
か
ら
5

丁
目
の
う
ち
の
3
丁
目
だ
け
か
な
。
あ
と
は

町
内
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
が
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

小
代

：

う
ち
の
支
部
は
井
荻
駅
の
商
店
街
の

会
員
さ
ん
が
多
い
ん
で
す
が
、
実
際
は
お
や
じ

さ
ん
が
仕
切
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
動
い

て
い
る
の
は
息
子
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
。
実
際
、

私
も
そ
う
な
ん
で
す
が
。
若
手
会
員
ふ
や
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
し
て
も
、
結
局
は
、

息
子
は
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
い
う
理
由
で

ほ
と
ん
ど
断
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
な

の
で
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
自
分
が
支
部
長
に
な

っ
て
、
私
が
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
息
子
さ
ん

を
出
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
よ
う
な
流
れ
に

持
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
の
目
標
な

ん
で
す
が
。

　

今
、
商
店
街
の
所
有
し
て
い
る
商
店
街
事

務
所
を
年
に
4
〜
5
回
の
支
部
役
員
会
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
若
い
人
を
ふ

や
し
な
が
ら
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
も
か
か
わ
り

を
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
、
今
お
話
を
聞
い
た
段
階
で
思
い
ま
し
た
。

小
菅

：

私
の
と
こ
ろ
は
7
支
部
で
組
織
率
が

も
の
す
ご
く
高
く
98
％
ぐ
ら
い
。

　

企
業
数
は
少
な
く
て
も
組
織
率
を
そ
こ
ま

で
高
め
る
の
は
、
前
任
者
達
は
す
ご
い
努
力

を
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

今
後
は
こ
の
状
況
を
生
か
し
、
会
員
間
の

交
流
を
増
し
、
少
し
で
も
活
性
化
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
ん
で
す
が
…
…
。

　

地
域
性
と
し
て
、
会
員
は
商
店
街
だ
け
で

は
な
く
住
宅
地
に
も
い
る
の
で
、
自
ら
事
業

形
態
が
異
な
り
、
共
通
の
関
心
事
を
模
索
し

て
い
く
の
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
で
す
。

　

で
も
長
い
間
法
人
会
活
動
を
な
さ
っ
て

い
る
人
達
が
多
い
の
で
、
研
修
会
の
テ
ー
マ

な
ど
が
タ
イ
ム
リ
ー
で
関
心
を
引
く
も
の

で
あ
れ
ば
、
少
し
は
変
化
が
起
こ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
が

…
…
。「
そ
し
て
1
人
で
も
2
人
で
も
出
席
し

て
良
か
っ
た
と
思
う
人
が
増
え
て
く
れ
ば
い

い
ん
で
す
け
ど
ね
。

雨
宮

：

私
は
生
ま
れ
も
西
荻
で
す
し
、
学
校

も
、
西
荻
か
ら
、
荻
窪
の
ほ
う
に
も
行
っ
た
り

し
た
の
で
、
今
で
も
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ

い
さ
つ
す
る
方
は
非
常
に
多
い
の
で
、
ま
た
、

う
ち
の
父
が
西
荻
に
出
て
き
て
か
ら
私
の
と

こ
ろ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
地
域
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
感
じ

は
あ
る
ん
で
す
。

　

法
人
会
の
活
動
は
今
ま
で
は
あ
ん
ま
り
し

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
名
刺
も
つ
く
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
な
と
。（
笑
）
仲
間

を
ふ
や
す
と
い
う
か
。
新
し
く
支
部
長
に
な
っ

た
の
で
、
こ
れ
は
何
か
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鹿
野

：

実
は
、
新
し
い
支
部
長
に
座
談
会
を

お
願
い
し
た
の
は
、
坂
田
副
会
長
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
支
部
活
動
が
法
人
会
の
原
点
で
、
そ

こ
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
大
切
に
し
て
ほ
し

い
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
。
あ
と
、

支
部
単
位
で
研
修
会
を
開
く
な
ど
支
部
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
あ
た
り
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
お

も
し
ろ
い
座
談
会
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

矢
澤
規
充
広
報
副
委
員
長

：

山
下
さ
ん
は
研

修
委
員
を
や
ら
れ
て
、
支
部
の
研
修
費
が
生

ま
れ
た
経
緯
と
か
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
使
う
の
か
使
わ
れ
る
の
か
そ
の
あ
た
り
ど

う
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

山
下

：

八
方
委
員
長
が
最
初
に
、
支
部
活
動

を
基
本
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
持
ち

出
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
ね
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

支
部
で
研
修
会
を
開
催
し
た
際
に
は
、
本

部
か
ら
助
成
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
の

4
〜
5
年
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

会
合
は
や
り
や
す
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
ど
う
活
動
に
直
接
結
び
つ
け
て
く

だ
さ
る
か
は
、
支
部
長
さ
ん
の
腕
次
第
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
け
ど
、
実
際
支
部
長
に

な
る
と
大
変
だ
な
あ
と
（
笑
）。
見
た
目
と
反

対
の
こ
と
を
す
る
の
は
。
そ
う
い
う
も
の
だ
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
菅

：

支
部
で
い
ろ
ん
な
会
合
を
や
り
ま
す

で
し
ょ
。
役
員
会
と
研
修
会
と
か
、
そ
ん
な

と
き
出
席
者
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
ん
で
す
よ
。
新
し
い
人
が
な
か
な
か

入
っ
て
こ
な
い
、
他
の
支
部
で
は
ど
ん
な
状
況

で
す
か
。
何
か
い
い
方
法
あ
り
ま
す
か
。

上
田

：

私
ど
も
の
9
支
部
で
大
体
出
て
き
て

い
た
だ
け
る
の
は
10
名
前
後
。
ほ
と
ん
ど
が

S h i n s h i b u t y o  Z a d a n k a i  

出
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
研
修
会
を
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役
員
さ
ん
。

　

な
か
な
か
お
会
い
し
て
お
話
し
す
る
機
会

が
な
い
の
で
、
今
度
こ
う
い
う
の
が
あ
る
の
で

ぜ
ひ
出
て
く
だ
さ
い
よ
と
言
っ
て
、
1
人
ず
つ

ふ
や
し
て
い
く
よ
り
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ
で

も
、
や
っ
ぱ
り
10
人
と
か
12
〜
13
人
で
、
い
つ

も
そ
の
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
す
け
ど
ね
。

　

支
部
の
中
に
そ
れ
だ
け
の
人
数
で
で
き
る

場
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、

10
人
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
20
人
ぐ
ら
い
ま
で
で
や

る
分
に
は
何
と
か
な
る
か
な
と
。

鹿
野

：

場
所
の
問
題
と
い
う
の
は
ブ
ロ
ッ
ク
の

場
合
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
割
と
問
題
に
な
り

や
す
い
。

上
田

：

入
れ
る
場
所
を
探
し
て
い
く
と
、
小

料
理
屋
さ
ん
と
か
食
べ
物
屋
さ
ん
。
必
ず
食

事
を
頼
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

　

研
修
会
費
で
幾
ら
か
い
た
だ
い
た
っ
て
全
部

持
ち
出
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
5
0
0
0
円

の
会
費
じ
ゃ
あ
皆
さ
ん
お
い
で
い
た
だ
け
な
い

の
で
、
何
と
か
安
い
会
費
で
で
き
る
と
こ
ろ
を

探
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が

一
番
大
変
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

鹿
野

：

そ
の
辺
を
う
ま
く
探
さ
な
い
と
、
話

が
ブ
ロ
ッ
ク
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
も
の
ね
。

せ
っ
か
く
支
部
単
位
で
研
修
を
と
い
う
話
が

機
能
し
な
く
な
る
。

山
下

：
私
ど
も
の
支
部
で
は
、
西
高
（
東
京

都
立
西
高
等
学
校
）
に
西
高
会
館
と
い
う
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
お
借
り
し
て

研
修
会
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
小
学
校
だ
っ
て
あ
ち
こ
ち
あ
る
ん
で

す
か
ら
、
そ
う
い
う
の
を
開
放
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
な
話
を
し
て
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
、
食
べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
飲

ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
は

ず
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

鹿
野

：

純
粋
な
勉
強
会
を
し
よ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
決
ま
っ
た
10
人
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
も
う
少
し
不
特
定
多
数
の
方
に
来
て
い

た
だ
い
て
研
修
会
を
開
く
と
か
。

小
代

：

今
、
1
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
区
民
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
ま
し
て
。
一
時
期
、
お
酒
を

出
す
と
こ
ろ
で
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
と
い

う
、
6
〜
7
年
前
ぐ
ら
い
で
す
か
、
研
修
委

員
を
や
っ
て
い
る
と
き
そ
ん
な
話
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
仕
出
し
を
と
っ
て
立
食
で
と
い
う
よ
う

な
形
態
を
１
ブ
ロ
ッ
ク
は
と
っ
て
い
ま
す
。

小
菅

：

桃
井
4
丁
目
に
勤
福
会
館
（
勤
労
福

祉
会
館
・
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
併
設
）

と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
使
用

料
も
安
く
、
夜
ま
で
使
用
で
き
る
。
会
議
室

も
大
小
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
和
室
や
茶
室
も
あ

る
。
場
所
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
、
そ
れ
以
前
に
い
か
に
1
人
で
も
多

く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
、
企
画
の
方

に
頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。

　

前
に
も
話
が
出
ま
し
た
が
、
研
修
会
や
役

員
会
な
ど
で
も
（
出
て
く
る
人
は
）
決
ま
っ
ち

ゃ
う
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
声
を
か
け
た
り

し
な
が
ら
1
人
で
も
2
人
で
も
と 

…
…
。
た

だ
、
そ
う
い
う
方
法
で
出
席
し
た
と
し
て
も
一

回
こ
っ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
や

っ
ぱ
り
心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
得
ら
れ
、
次

回
も
!
と
の
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
最

高
な
ん
で
す
け
れ
ど
。

　

ほ
か
の
と
こ
ろ
で
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
野

：

例
え
ば
勉
強
会
を
す
る
と
き
に
、
情

報
が
行
き
交
わ
な
い
と
い
う
ん
で
す
か
。
荻

窪
管
内
で
商
工
会
議
所
の
経
営
大
賞
の
優
秀

賞
を
受
け
て
い
る
会
社
が
あ
る
。

　

そ
う
い
う
会
社
の
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
っ

て
も
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
情
報
が
意
外
と
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
で
す
か
。

上
田

：

あ
ん
ま
り
入
っ
て
こ
な
い
で
す
ね
。
逆

を
言
う
と
、
そ
う
い
う
人
は
あ
ん
ま
り
話
し

た
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
（
笑
）。

　

私
の
支
部
は
駅
前
の
商
店
街
ば
っ
か
り
な

の
で
、
法
人
会
と
し
て
研
修
な
り
に
集
ま
る

と
、
大
体
夕
方
６
時
か
ら
8
時
と
か
が
設
定

時
間
な
ん
で
す
け
ど
も
、
9
時
半
か
ら
11
時

半
と
か
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
と
言
わ
れ
る
と
、

ち
ょ
っ
と
そ
れ
は
勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
な
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
自
分
が
地
元
に
住
ん
で
い

れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
、
僕
な
ん
か
、
会
社
は

西
荻
に
あ
り
ま
す
け
ど
自
宅
は
ず
っ
と
遠
い

も
の
で
す
か
ら
。

　

と
に
か
く
時
間
の
問
題
と
い
う
の
は
支
部

長
に
な
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

小
菅

：

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
す

ご
く
特
殊
な
例
み
た
い
に
な
り
ま
す
が
、
業

種
に
よ
っ
て
は
主
に
早
朝
が
仕
事
の
時
間
帯

で
夜
は
も
う
ね
る
時
間
、
夜
の
会
合
に
は
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
声
を
か

け
て
初
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
け
ど
ね
。

　

理
想
を
い
え
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
し
ょ
う

け
れ
ど
、
変
化
を
求
め
る
と
す
れ
ば
人
が
変

わ
っ
た
と
き
だ
と
思
う
の
で
、
従
来
の
良
い
こ

と
を
残
し
な
が
ら
少
し
で
も
新
鮮
味
を
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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鹿
野

：

ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
会
な
ん
か
も
全
く

同
じ
で
す
よ
ね
。

小
菅

：

そ
う
で
す
ね
。
自
発
的
に
で
も（
参
加
）

を
呼
び
か
け
ら
れ
て
で
も
い
い
で
す
が
研
修

会
な
ど
に
1
回
で
も
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

良
か
っ
た
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
い
い
ん
で
す
よ
ね
。

鹿
野

：

や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
く
な
け
れ
ば
と

い
う
最
初
の
話
で
す
ね
。

小
菅

：

結
局
は
そ
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

面
白
さ
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
が
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
い
い
情
報
が
聞
け
た
と

か
い
い
出
会
い
が
出
来
た
と
か
、
い
い
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
た
と
か
、
そ
う
い
う
場
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
ん
で
す
。

鹿
野

：

話
は
変
わ
り
ま
す
け
ど
、
勧
奨
活
動
、

会
員
増
強
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。
増
強

そ
の
も
の
は
10
月
か
ら
で
す
。

山
下

：

分
母
減
ら
し
と
い
う
言
い
方
は…

…

確
認
で
す
よ
ね
（
笑
）。
企
業
が
あ
る
か
ど
う

か
の
確
認
作
業
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

鹿
野

：

会
員
増
強
は
一
番
難
し
い
と
い
う
か
、

実
際
に
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
恐
ら
く
退

会
さ
れ
る
会
社
は
2
0
0
ぐ
ら
い
、
入
っ
て

く
る
会
社
も
そ
の
く
ら
い
。
毎
年
4
0
0
前

後
は
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
。
黙
っ
て
い
る
と
当

然
2
0
0
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
法
人

会
と
し
て
は
、
特
に
支
部
長
の
方
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
か
な
い
と
維
持
で
き
て
い
か
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

小
代

：

一
番
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
結
局
、

会
員
増
強
は
動
く
人
が
毎
回
同
じ
。
同
じ
と

こ
ろ
を
同
じ
人
が
毎
回
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

変
え
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
じ
ゃ
あ
何
か
方
法
を
考
え
て…

…

、

こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

と
に
か
く
い
つ
も
汗
を
か
く
人
が
同
じ
じ
ゃ
よ

く
な
い
。
そ
の
辺
で
す
よ
ね
。

小
菅

：

私
の
と
こ
ろ
は
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う

に
現
場
で
は
組
織
率
が
か
な
り
い
い
で
し
ょ
。

　

で
す
け
れ
ど
（in the Park

荻
窪
）
が
日

産
跡
に
で
き
ま
し
た
よ
ね
。
あ
そ
こ
に
は
、

1
0
0
0
世
帯
く
ら
い
か
な
、
す
ご
く
多
く

の
人
が
入
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

今
は
や
り
の
職
住
一
体
で
そ
こ
に
会
社
を
登

記
す
る
人
が
か
な
り
い
た
場
合
、
加
入
の
呼

び
か
け
は
非
常
に
難
し
い
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
良
さ
が
売
り
に
な
っ
て
い

る
ぐ
ら
い
な
の
で
、
面
談
が
し
に
く
い
。

　

会
員
増
強
の
話
に
な
る
と
そ
れ
を
ど
う
克

服
す
る
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
ね
。

　

組
織
委
員
と
も
ど
も
大
変
で
す
。

山
下

：

難
し
い
で
す
よ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
会
社

っ
て
い
う
の
は
。

上
田

：

確
か
に
マ
ン
シ
ョ
ン
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
が
厳
し
い
ん
で
ね
。
そ
こ
へ
行
っ
て
も
、
そ

こ
に
登
記
し
て
あ
る
け
ど
実
際
は
都
心
で
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
と
か
、
昼
間
は
お
ら
れ
な

い
と
か
、
奥
さ
ん
し
か
お
ら
れ
な
い
で
わ
か

ら
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
非
常

に
多
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
で
す
ね
。

小
菅

：

現
実
そ
う
い
う
状
況
を
ふ
ま
え
て
考

え
る
し
か
な
い
。

　

厳
し
い
で
す
け
ど
ね
。

雨
宮

：

私
自
身
は
あ
ん
ま
り
言
わ
れ
て
い
な

い
の
で
。
先
輩
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
も
の

で
す
か
ら
。
私
自
体
が
今
度
は
積
極
的
に
動

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
西
荻
の
南
の
と
こ

ろ
は
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
18
、
19
、
20
っ
て
、

支
部
が
私
の
先
輩
た
ち
が
仲
が
よ
く
て
。

山
下

：

3
支
部
一
緒
に
動
く
ん
で
す
よ
ね

（
笑
）。
支
部
総
会
か
ら
全
部
、
3
支
部
一
緒
だ

か
ら
特
殊
な
区
域
で
し
た
。

小
菅

：

で
も
、
い
い
伝
統
で
い
い
で
す
ね
。

上
田

：

元
気
な
人
が
多
い
も
の
ね
（
笑
）。

山
下

：

組
織
率
が
、
50
％
か
ら
70
％
台
へ
動

い
て
き
て
い
る
の
で
、
積
極
的
な
活
動
を
な
さ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

雨
宮

：

そ
う
で
す
。
組
織
の
活
動
も
そ
こ
ら

辺
で
動
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
支
部
と
し
て

何
か
を
や
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
だ
な
と
。

山
下

：

多
分
、
各
支
部
、
法
人
数
と
し
て
は

1
0
0
〜
2
0
0
近
く
あ
る
は
ず
で
す
か

ら
、
3
支
部
に
し
ま
す
と
5
0
0
法
人
。
こ

れ
が
一
遍
に
動
く
と
い
う
の
は
結
構
き
つ
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
の
が
。
数
字
的
な
意
味

で
の
こ
と
で
す
け
ど
ね
。

上
田

：

5
0
0
っ
て
い
う
の
は
、
ね
え
。
10

倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
（
笑
）。

山
下

：

7
支
部
は
特
に
小
さ
い
で
す
よ
ね
。

小
菅

：

諸
事
情
で
地
域
を
分
け
た
た
め
、
小

さ
く
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
組
織
率
を

上
げ
や
す
い
わ
け
で
も
な
く
、
今
後
は
維
持
す

る
こ
と
を
先
程
のin the Park 

荻
窪
の
こ
と

も
あ
る
の
で
、
会
員
増
強
の
課
題
は
大
変
で
す
。

上
田

：

私
は
、
支
部
長
に
な
る
前
か
ら
、
会

S h i n s h i b u t y o  Z a d a n k a i  

支
部
で
差
の
あ
る
会
員
増
強
運
動
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員
増
強
を
組
織
委
員
会
の
方
が
皆
さ
ん
一
生

懸
命
や
る
、
す
ご
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

で
も
私
は
嫌
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
、
正
直
な

と
こ
ろ
。
だ
か
ら
組
織
率
と
い
う
こ
と
を
あ
ん

ま
り
第
一
命
題
に
上
げ
て
ほ
し
く
な
い
ん
で
す

よ
。
組
織
率
が
高
い
の
は
い
い
で
す
。
1
0
0

社
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
80
社
入
り
ま
し
た
よ
。

じ
ゃ
あ
研
修
会
に
何
人
出
て
く
る
ん
で
す
か
。

5
人
で
す
よ
、
10
人
で
す
よ
。
何
の
た
め
の

組
織
率
な
ん
だ
。

　

研
修
委
員
会
の
方
々
も
そ
れ
を
ご
存
じ
だ

か
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら
ふ
え
て
い
く
だ
ろ
う
か

っ
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
出
て
き
て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
の
は
、

や
っ
ぱ
り
自
分
の
支
部
で
考
え
る
と
何
か
足

ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
を
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
わ
か
る
と
ね
。

鹿
野

：

上
田
さ
ん
が
一
番
最
初
に
言
っ
た
、
お

祭
り
の
よ
う
な…

…

。

上
田

：

「
ハ
ロ
ー
西
荻
」
と
い
う
の
は
、
先
月

末
（
5
月
28
日
・
29
日
）
に
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
は
西
荻
地
区
で
や
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
法
人
会
の
会
員
の
方
は
商
店
会
の

中
に
い
っ
ぱ
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
ね
。

我
々
も
そ
れ
に
何
か
参
加
で
き
な
い
か
と
考

え
た
ん
で
す
。

　

ど
う
し
よ
う
っ
て
い
ろ
い
ろ
役
員
で
話
し
た

ん
で
す
ね
。
じ
ゃ
、
ま
ず
寄
附
し
よ
う
と
。（
笑
）

山
下

：
そ
れ
も
一
つ
。

上
田

：
本
来
は
、
商
店
会
主
催
だ
か
ら
、
我
々

が
出
張
っ
て
ど
う
の
こ
う
の
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
お
手
伝
い
は
何
か
で
き

る
だ
ろ
う
と
。
法
人
会
の
9
支
部
っ
て
う
ち
ら

の
と
こ
ろ
か
い
、
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も

ら
え
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
開
け
て
い
け
ば
、
次

の
支
部
長
が
や
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

鹿
野

：

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
に
原
稿
を
送
っ
て
も

ら
う
こ
と
だ
っ
て
情
報
の
交
換
に
な
る
し
、
そ

こ
か
ら
見
て
も
ら
っ
て
行
く
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
う
一
つ
一
つ
細
か
い
こ
と
の

積
み
重
ね
が
必
要
で
す
ね
。

小
菅

：

そ
う
で
す
よ
。

　

結
局
こ
れ
だ
と
い
う
秘
策
は
な
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。

　

で
す
か
ら
試
行
錯
誤
を
く
り
返
す
中
で
新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。
先
人
達
が
き
っ

と
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
常
に
新
た
な
発

想
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
ね
。

鹿
野

：

今
日
、
う
ち
の
町
会
で
、
震
災
が
あ

っ
た
と
き
に
ど
こ
に
逃
げ
ま
す
か
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
都
心
だ
と
企
業
が

い
ろ
い
ろ
備
蓄
を
し
て
、
震
災
が
あ
っ
た
と
き

に
、
買
い
物
に
来
て
い
る
人
と
か
、
帰
れ
な
い

人
の
た
め
に
そ
う
い
う
も
の
を
提
供
す
る
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
企
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
の
は
、
今
だ
け
の
話
じ
ゃ
な
く
て
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
何
が
で
き
る
か
。
そ
う
い
う
こ

と
を
地
域
の
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
は
一
種
の
社
会
貢
献
に
な
る
の
か
な
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
な
の
か
な
と
。

上
田

：

う
ち
の
9
支
部
の
中
に
桃
井
第
三
小

学
校
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
い
う
か
、
お
や
じ
の
会
み
た
い
な
の
が
あ
っ

て
、
防
災
訓
練
み
た
い
な
の
を
や
る
わ
け
で

す
。「
ど
う
い
う
こ
と
を
や
る
の
」
と
言
っ
た

ら
、
1
泊
で
や
っ
た
り
と
か
、
子
供
を
集
め

て
。
起
震
車
が
来
た
り
。
み
ん
な
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
消
防
署
な
り
、
警
察
な
り
、
東
京

ガ
ス
な
り
、
東
京
電
力
な
り
が
、
こ
う
い
う

こ
と
で
す
よ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い

る
か
ら
こ
こ
は
安
心
で
き
ま
す
よ
、
そ
う
い
う

こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
場
で
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。

　

法
人
会
が
そ
こ
に
か
か
わ
っ
て
い
く
と
い
う

の
も
あ
る
し
、
あ
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
つ
く

ろ
う
よ
と
。
支
部
の
中
で
も
い
い
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
い
い
し
、
一
番
知
り
た
い
の
は
何
か
と

い
っ
た
ら
、
あ
そ
こ
へ
行
っ
た
ら
危
な
い
ぞ
と

い
う
の
が
知
り
た
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
桃
三
の

中
に
備
蓄
倉
庫
が
あ
っ
て
、「
上
田
さ
ん
、
あ

そ
こ
に
ど
の
ぐ
ら
い
備
蓄
の
乾
パ
ン
が
あ
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
言
う
か
ら
、「
そ
う
だ

な
、
こ
れ
だ
け
の
地
域
だ
か
ら
2
0
0
0
や

3
0
0
0
」
と
言
っ
た
ら
、
80
人
分
だ
と
い

う
ん
で
す
。

山
下

：

え
っ
、
ほ
ん
と
に
。

上
田

：

区
役
所
か
ら
西
荻
北
ま
で
、
大
災
害

が
あ
っ
た
と
き
に
ど
の
ぐ
ら
い
で
来
ら
れ
る

か
。「
１
時
間
も
か
か
ら
な
い
か
な
」。「
う
そ

だ
ろ
う
。
道
路
は
み
ん
な
だ
め
に
な
っ
て
い

て
、
１
日
以
上
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
。

　

そ
う
す
る
と
、
我
々
は
生
き
残
る
た
め
に

ど
う
す
る
か
。

　

杉
並
区
か
ら
資
料
を
あ
る
程
度
出
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
地
域
で
さ
ら
に
精
査
し
て
い
っ

て
、
少
な
く
と
も
我
々
だ
け
生
き
残
ろ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
み
ん
な

が
生
き
残
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う

こ
と
は
今
後
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思

震
災
時
の
企
業
の
役
割
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っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

小
代

：

第
３
支
部
は
、
上
荻
駅
前
商
店
街
小

千
谷
市
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
お
り
ま

し
て
、
中
越
地
震
の
と
き
に
、
寄
附
を
第
３

支
部
と
し
て
お
渡
し
し
た
経
緯
が
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
商
店
街
と
い
う
形
で
お
役
に

立
て
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
前
支
部
長
が
決
断

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
も
一

つ
な
の
か
な
と
。

小
菅

：

今
、
こ
れ
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
、
地
元
の
日
産
跡
地
に
広
大

な
防
災
公
園
が
出
来
た
ん
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
機
能
を
備
え
て
い
る
の
か
、
食
糧
の
備
蓄
が

あ
る
の
か
な
い
の
か
、
全
く
知
り
ま
せ
ん
。

 

さ
っ
そ
く
調
べ
て
み
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

地
元
に
住
ん
で
い
る
人
も
大
き
い
公
園
が
出

来
た
と
い
う
位
で
全
然
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
何
と
い
っ
て
も
名
前
も
防
災

公
園
で
す
か
ら
ね
。

鹿
野

：

今
日
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
研

修
会
の
場
所
の
問
題
と
か
費
用
の
問
題
と
か

出
て
き
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
何
か
、
こ
う
い
う

こ
と
を
こ
れ
か
ら
望
み
た
い
と
か
、
お
願
い
し

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
。

小
代

：
支
部
長
だ
け
が
知
っ
て
い
る
、
役
員

の
方
だ
け
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
聞
い
て
、
ま
た
そ
の
支

部
長
が
各
会
員
さ
ん
に
い
ろ
ん
な
話
が
で
き

る
よ
う
な
、
情
報
を
交
換
で
き
る
よ
う
な
こ

と
を
望
み
た
い
。
何
分
、
支
部
長
か
ら
お
話

し
い
た
だ
く
の
も
限
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
い
つ

研
修
が
あ
り
ま
す
、
い
つ
増
強
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
い
た
だ

い
て
、
そ
れ
を
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え

て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

小
菅

：

支
部
と
い
う
組
織
の
中
で
、
会
員
相

互
が
質
の
高
い
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
い

か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
、「
会
員
増
強
を
支
部
間
で
連
携

し
て
行
う
こ
と
も
あ
る
」
と
言
っ
た
話
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
い
い
で
す
ね
。

　

時
に
は
研
修
会
の
テ
ー
マ
な
ど
を
事
前
に

近
隣
の
支
部
に
も
知
ら
せ
、
参
加
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
の
も
、
活
動
の
巾
を
広
げ
る
方
法

と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

鹿
野

：

特
に
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
日
産
跡

地
の
、
企
業
が
ど
の
く
ら
い
来
る
か
は
別
に
し

て
も
、
組
織
の
問
題
も
そ
う
で
す
ね
。

小
菅

：

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
あ
ま
り
特
殊
な

地
域
と
は
思
い
た
く
な
い
ん
で
す
が
、
現
状
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
一
歩
踏
み
だ
し
た
い
で
す
ね
。

　

一
歩
踏
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
性
化
に

連
が
っ
て
行
く
と
思
う
ん
で
す
。

山
下

：

さ
っ
き
の
地
域
の
防
災
に
し
た
っ
て
、

女
性
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
例
え
ば
、
ま
だ

小
さ
い
子
供
た
ち
を
抱
え
て
い
る
女
性
と
い

う
の
は
、
非
常
に
危
険
に
対
し
て
敏
感
に
思

っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
今
、
地
域
と
い
う
活
動

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
ど
う
し
よ
う

っ
て
声
を
か
け
る
と
、
大
抵
の
お
母
さ
ん
た
ち

は
、
食
ら
い
つ
い
て
く
る
と
い
う
表
現
は
お
か

し
い
け
ど
、
食
い
つ
い
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
だ
け

ど
、
法
人
会
と
そ
れ
っ
て
ど
う
や
っ
て
結
び
つ

け
ら
れ
る
か
。
法
人
会
と
い
う
組
織
の
た
め

に
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
と
現
実
と
を

う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
な
い
。

鹿
野

：

で
も
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
っ
か
り
で

1
カ
月
で
す
か
ら
。
こ
れ
か
ら
2
年
あ
り
ま
す
。

上
田

：

歴
代
の
支
部
長
さ
ん
が
綿
々
と
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
こ
ら
れ
た
事
は
、
す
ば
ら
し
い
と

思
う
、
本
当
に
。
い
や
あ
、
大
変
な
仕
事
で

す
よ
、
支
部
長
っ
て
。

　

僕
は
や
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
た
だ
や
め
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自

分
が
思
っ
た
先
ほ
ど
の
、
商
店
会
と
か
地
域
の

何
と
な
く
連
携
を
つ
け
て
、
次
の
人
が
動
き

や
す
い
よ
う
に
し
て
や
め
た
い
な
と
は
思
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。

矢
澤

：

皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
ま

さ
に
法
人
会
は
支
部
が
要
と
い
う
か
、
基
礎

だ
と
い
う
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
そ
う
い
う
風
潮
に
は
な
っ
て
い
る
と
思

う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
研
修
会
も
支
部
単
位
の
研
修
会

を
や
っ
て
。
例
え
ば
広
報
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
皆

様
方
の
ア
イ
デ
ア
や
事
例
を
募
っ
て
、
広
報
が

紹
介
す
る
と
か
、
先
ほ
ど
言
っ
て
い
た
社
会
貢

献
に
近
い
地
震
対
策
だ
と
か
、
そ
う
い
う
、

も
っ
と
各
委
員
会
が
積
極
的
に
支
部
を
支
え

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
し
、
逆
に
支
部
長
の
皆
様
方
が
そ
う
い

う
の
で
ど
ん
ど
ん
刺
激
を
与
え
て
く
れ
れ
ば
、

よ
り
よ
く
な
っ
て
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
よ
う
に
は
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

山
下

：

例
え
ば
、
研
修
会
を
各
支
部
で
な
さ

る
と
し
た
ら
、
支
部
長
は
招
待
し
て
い
た
だ

い
て
も
い
い
か
も
わ
か
ら
な
い
。
結
局
、
自
分

の
支
部
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で
す
か

ら
、
そ
ん
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
か

な
り
あ
り
ま
す
よ
ね
。

上
田

：

確
か
に
、
支
部
同
士
の
横
の
つ
な
が

り
と
い
う
も
の
は
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
ブ
ロ

ッ
ク
の
中
で
支
部
長
が
集
ま
っ
て
と
い
う
の
は

あ
り
ま
す
け
ど
、
全
体
と
し
て
見
て
こ
う
い

う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
ん
だ

な
と
い
う
の
を
経
験
す
る
こ
と
が
な
い
で
す
か

ら
ね
。

鹿
野

：

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
音
の
話
が
聞
け
た
と
思
い
ま
す
。

S h i n s h i b u t y o  Z a d a n k a i  

情
報
交
換
を
し
て
欲
し
い



23　Ogikubohojinkai Kaiho August 2005

着任のごあいさつ

　

残
暑
の
候
、
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東

京
国
税
不
服
審
判
所
審
判
官
か
ら
荻
窪
税
務
署

長
を
拝
命
し
ま
し
た
柿
沼
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
任
の
中
村
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の

創
立
以
来
、
地
域
に
密
着
し
た
支
部
・
ブ
ロ

ッ
ク
研
修
会
や
各
部
会
の
活
動
を
は
じ
め
と

し
た
活
発
な
事
業
を
展
開
さ
れ
、
税
知
識
の

普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
社
会
貢
献
事
業
な
ど
地
域
社
会
の
発
展

に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
組
織
の
拡
大
に
は
力
を
注
が
れ
て
お

り
、
東
法
連
の
中
で
も
連
年
会
員
の
純
増
を

成
し
遂
げ
て
い
る
数
少
な
い
法
人
会
で
あ

り
、
水
島
会
長
を
は
じ
め
役
員
、
会
員
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
改
め
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
な
ど

に
加
え
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
国
の
財
政
に
関
わ
る
税

制
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
る
中
、
国
民
の
皆

様
の
税
に
対
す
る
関
心
は
、
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

税
務
行
政
に
携
わ
る
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、「
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
」
と
「
信

頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
」
並
び
に
「
納

税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
目
指
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
法
人
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
導
入
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
e

-

T
a
x
）
の
普
及
・
定
着
の
た
め
、

法
人
会
会
員
の
皆
様
に
e

-

T
a
x
の
導

入
を
ご
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
荻

窪
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻窪税務署長

柿沼節夫

東
法
連
の
中
で
も
連
年
会
員
の
純
増
を
成

し
遂
げ
て
い
る
数
少
な
い
法
人
会

法人担当副署長

齊籐　哲
法人課税第１統括官

山口和久

着任のご紹介

7月は署の異動の時期にあたります。
1年間で異動される方、2年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法人会においては秋の特別研修

会をはじめ、役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。

着任された柿沼節夫荻窪税務署長をはじめ齊籐 哲副署長、山口和久法人課税第1統括官には今後多くの研

修会で講師をお願いする事になると思います。

ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

荻窪税務署
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弊
社
は
、
保
安
機
材
・
販
売
・
リ
ー
ス
を

上
井
草
2
丁
目
の
地
と
茨
城
営
業
所
つ
く
ば

で
40
年
近
く
営
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
建
築
会
社
・
土
木
工
事
会
社
を
得
意

先
と
す
る
会
社
で
す
。

　

工
事
を
す
る
為
の
保
安
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
商
品
を
販
売
・
製
作
・
リ
ー
ス
を
主

な
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
で
2
期
目
の
第
4
支
部
（
井
草
4
・

5
丁
目
、
上
井
草
2
・
3
丁
目
）
の
支
部
長

の
役
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

役
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
1
ブ
ロ
ッ
ク

長
五
十
嵐
さ
ん
、
ま
た
他
の
支
部
長
さ
ん
と

も
本
音
で
話
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
飾
り
気

の
な
い
話
が
で
き
肩
も
こ
ら
ず
そ
の
人
と
な

り
を
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

新
入
会
員
も
私
が
役
を
受
け
て
か
ら
20
社

以
上
入
会
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
方
々
が
入
会
し
て
頂
い
た
だ
け
で

法
人
会
の
活
動
に
参
加
で
き
ず
、
ま
た
交
流

の
場
が
な
い
と
何
年
ヶ
後
に
法
人
会
を
退
会

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
何
ら
か
の
形
で
自
由
に
参
加
で
き

る
支
部
の
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

気
軽
な
気
持
ち
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

法
人
会
に
入
会
し
て
頂
い
た
の
で
す
か
ら

地
場
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
先
決

か
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
28
支
部
の
1
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
1
つ
で
も
地
場
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
強
い
結
び
つ
き
が
出

来
る
手
助
け
に
な
れ
る
こ
と
を
自
分
で
も
願

っ
て
い
ま
す
。

第4支部長 木山濃美

地
場
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
先
決

支部長訪問

文● 木山濃美（寄稿）
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長
ら
く
信
託
銀
行
で
不
動
産
鑑
定
評
価
の

仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
、

不
動
産
鑑
定
士
の
資
格
を
活
か
し
独
立
開
業

致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
人
な
り
と
し
、

株
式
会
社
不
動
産
鑑
定
佐
藤
研
究
所
と
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
空
色
の
封
書

が
た
び
た
び
投
函
さ
れ
て
お
り
、
荻
窪
法
人

会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
P
R
紙
が
種
々
入
っ

て
い
ま
し
て
、
当
時
、
こ
れ
ら
は
他
に
も
多
い

チ
ラ
シ
類
と
共
に
右
か
ら
左
へ
と
机
下
の
ち
り

籠
へ
と
流
れ
て
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
暫
く
し

て
、
か
ね
て
お
付
き
合
い
頂
い
て
お
り
ま
し
た

宇
田
川
副
会
長
か
ら
荻
窪
法
人
会
加
入
の
お

誘
い
を
受
け
、
初
め
て
法
人
会
の
存
在（
意
義
）

を
知
り
、
あ
の
空
色
の
封
書
が
記
憶
の
中
で

蘇
っ
た
次
第
で
し
た
。

　

法
人
会
会
員
で
は
当
た
り
前
の
法
人
会

が
、
個
人
企
業
や
大
手
企
業
の
支
店
で
は
あ

ま
り
意
識
さ
れ
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
の

も
過
言
で
な
く
、
今
後
は
大
い
に
P
R
し
、

未
加
入
会
員
へ
も
更
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必

要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
第
13
支
部
の
地
域

は
主
と
し
て
住
宅
街
で
、
小
規
模
法
人
が
多

く
イ
ン
タ
フ
ォ
ー
ン
外
交
で
あ
り
、
直
接
、
経

営
者
に
お
目
に
か
か
る
機
会
が
少
な
い
の
で

す
が
、
私
自
身
の
当
初
の
経
過
を
思
い
起
こ

し
な
が
ら
組
織
拡
充
に
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

折
か
ら
、
6
月
29
日
に
商
法
が
改
正
さ

れ
新
・
会
社
法
が
成
立
し
ま
し
た
。（
平
成

18
年
春
施
行
見
込
み
）
今
後
は
有
限
会
社

法
が
廃
止
さ
れ
、
又
、
株
式
会
社
の
諸
条
件

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
資

本
金
1
円
以
上
が
今
迄
で
す
と
5
年
以
内
に

1,
0
0
0
万
円
以
上
に
増
額
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
恒
久
化
さ
れ
1
円

で
い
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
個
人
企
業
で
も
法
人
化
す
る
機

会
が
増
大
し
多
く
の
新
規
法
人
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
法
人
会
で
も
他
の

組
織
に
先
駆
け
、
個
人
企
業
対
象
に
「
新
会

社
法
成
立
・
法
人
設
立
の
メ
リ
ッ
ト
」
等
手

続
き
・
税
制
等
の
両
面
か
ら
の
説
明
会
開
催

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
の
更
な
る

発
展
を
期
待
し
、
微
力
な
が
ら
引
き
続
き
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 　
　
　
　
　
　

  

敬
白

第13支部長 佐藤熊男

「
新
・
会
社
法
施
行
前
夜

：

前
向
き
で
!
」

13

支部長訪問

文● 佐藤熊男（寄稿）
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8最終回
■上田仁士 

「
情
報
は
何
処
に
」

Eメール、デジカメの画像保存、
画像添付といろいろと足早に進んできましたが、
また元に戻りまして、
今回はインターネットでの情報の「検索」についてお話してみたいと思います。
インターネットでの検索が出来ると、知りたい情報を簡単に探し出すことが出来ます。
それではインターネットの世界にもう一歩足を踏み入れましょう。
マイクロソフト・ウインドウズパソコンを基本に進めます。
以前と同様、景子さんと、広報委員会ホームページ小委員会の上田がご案内いたします。

【検索はどうするの】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
言
う
と
瞬
時
に
情
報

が
飛
び
交
い
、
何
で
も
分
か
る
と
お
思
い

で
し
ょ
う
が
、
実
は
ど
こ
か
に
電
子
的
に

記
録
し
て
公
開
し
て
い
な
い
と
、
や
っ
ぱ

り
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
電
子
的
に
記
録
し
て
あ
っ
て
も
、

非
公
開
す
な
わ
ち
誰
で
も
見
れ
る
よ
う
な

状
態
で
は
な
い
物
は
当
然
な
が
ら
違
法
な

こ
と
を
し
な
い
限
り
情
報
と
し
て
出
て
き

ま
せ
ん
。

で
は
何
故
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
情
報
入
手

に
便
利
に
使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ

に
デ
ジ
タ
ル
と
言
う
秘
密
が
あ
り
ま
す
。

景
子
さ
ん
「
何
か
調
べ
た
い
っ
て
言
っ
て
た

け
ど
、
分
か
っ
た
の
。」

上
田
「
そ
れ
が
調
べ
る
に
は
調
べ
た
ん
で

す
が
。」

景
子
さ
ん
「
思
っ
た
答
え
が
無
か
っ
た
。」

上
田
「
そ
う
な
ん
で
す
。」

景
子
さ
ん
「
何
を
調
べ
た
い
の
。」

上
田
「
子
供
に
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
作
り
方
を
調
べ

て
い
た
ん
で
す
。」

景
子
さ
ん
「
そ
れ
は
お
料
理
の
本
を
見
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」

上
田
「
何
か
み
ん
な
難
し
そ
う
で
、
も
っ

と
簡
単
な
や
つ
が
い
い
な
と
思
っ
て
。」

景
子
さ
ん
「
私
に
も
出
来
る
ぐ
ら
い
簡
単

よ
。」

上
田
「
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
方
が
い
い
と
思

っ
て
。」

景
子
さ
ん
「
私
の
じ
ゃ
ま
ず
い
と
言
う
わ

け
ね
。」

上
田
「
そ
ん
な 

…
… 

食
べ
た
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
し
。」

景
子
さ
ん「
絶
対
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
な
い
。」

上
田
「
そ
れ
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん

で
し
ょ
う
か
。」

景
子
さ
ん
「
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
ら
。」

上
田
「
そ
う
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
手
が
あ
っ
た
。」

景
子
さ
ん
「
あ
ん
な
に
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ソ
コ

ン
と
言
っ
て
た
く
せ
に
。」

上
田
「
す
い
ま
せ
ん
。」

景
子
さ
ん
「
ど
う
や
っ
た
ら
調
べ
ら
れ
る

か
分
か
る
?
」

上
田
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
訳
で
す

か
ら
、
ま
ず
パ
ソ
コ
ン
を
起
動
さ
せ
て
と
。」

景
子
さ
ん
「
そ
れ
か
ら
?
」

上
田
「
Ｉ
Ｅ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
ク
ス

プ
ロ
ー
ラ
ー
）
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て

起
動
さ
せ
ま
す
。」

景
子
さ
ん
「
よ
し
、
よ
し
。」

上
田「
さ
ぁ
て
と
、こ
こ
か
ら
な
ん
で
す
が
。」

景
子
さ
ん
「
早
く
や
り
な
さ
い
よ
。」

上
田「
調
べ
る
場
所
は
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う
。」

景
子
さ
ん
「
パ
ソ
コ
ン
が
泣
い
て
る
わ
ね
。」

上
田
「
そ
う
お
っ
し
ゃ
ら
ず
教
え
て
く
だ

さ
い
よ
。」

景
子
さ
ん
「
じ
ゃ
ヒ
ン
ト
。
パ
ソ
コ
ン
で
も

の
を
調
べ
る
時
『
検
索
』
っ
て
よ
く
言
う

わ
よ
ね
。」

上
田
「
あ
っ
そ
う
か
。『
検
索
』
の
文
字
の

あ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
み
れ
ば
い
い
の
か

な
。」

景
子
さ
ん
「
ど
っ
か
に
あ
る
?
」

上
田
「
Ｉ
Ｅ
の
上
の
ど
真
ん
中
に
『
検
索
』

が
あ
っ
た
。」

景
子
さ
ん
「
一
歩
前
進
ね
。」

上
田
「
こ
の
『
検
索
』
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
い
い
の
か
な
。」

景
子
さ
ん「
ま
ず
は
試
し
て
み
る
こ
と
ね
。」

上
田
「
お
お
〜
、
左
側
に
Ｍ
Ｓ
Ｎ
サ
ー
チ

の
検
索
す
る
窓
が
出
て
き
た
。」

景
子
さ
ん
「
そ
の
窓
の
中
に
調
べ
た
い
事

柄
や
、
言
葉
を
記
入
し
て
﹇
ウ
ェ
ブ
検
索
﹈

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
い
い
の
よ
。」

上
田
「
そ
れ
で
は
『
ハ
ン
バ
ー
グ
』
と
入

れ
て
、
ク
リ
ッ
ク
と
。」

景
子
さ
ん
「
検
索
結
果
が
出
て
き
た
で
し

ょ
う
。」

上
田
「
本
当
だ
。
こ
の
中
か
ら
良
さ
そ
う

な
の
を
選
べ
ば
い
い
ん
だ
。」

な
ぜ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
『
検
索
』
が

出
来
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
検
索
を
提
供

「
検
索
ツ
ー
ル
」
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し
て
い
る
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
持

っ
て
い
る
「
検
索
エ
ン
ジ
ン
」
を
使
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
す
べ
て
見
て
ま
わ
り
、

自
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
情
報
を
蓄
積
・

保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
の
蓄
積
・

保
存
さ
れ
た
情
報
を
自
分
が
探
し
て
い
る

事
柄
や
言
葉
を
キ
イ
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索

を
掛
け
、
該
当
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
探

し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
表
示
さ
せ
た
り
、
一
覧

表
示
で
近
い
も
の
を
自
分
で
選
ぶ
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
Ｉ
Ｅ
に
標
準
で
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
『
検
索
』
を
使
い
ま
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
な
検
索
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、

少
し
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
例
に
あ
げ
た
検
索
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
（
ユ
ー
ア
ー
ル
エ
ル
）
を
特
に
表
示
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

ご
自
分
で
先
ほ
ど
の
『
ハ
ン
バ
ー
グ
』
の
代

わ
り
に
『
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
』
等
入
れ
て
、
検

索
サ
イ
ト
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
が
気
に
入
っ
た
検
索
サ
イ
ト
を
ご
自

分
の
﹇
お
気
に
入
り
﹈
に
登
録
し
て
お
い

て
も
い
い
で
す
し
、
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
は
Ｉ

Ｅ
の
﹇
ツ
ー
ル
バ
ー
﹈
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ソ

フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
常
時

検
索
が
可
能
に
な
る
﹇
検
索
ツ
ー
ル
バ
ー
﹈

を
設
定
し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ユ
ー
ア
ー
ル
エ
ル
）=U

n
ifo
rm
 

R
e
s
o
u
rc
e
 L
o
c
a
tio
n

」

先
ほ
ど
出
て
き
ま
し
た
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
に
つ
き

ま
し
て
、
少
し
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ

る
文
書
や
画
像
な
ど
の
場
所
を
示
す
「
住

所
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
荻
窪
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
目
次
で
、﹇
会
報
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

み
ま
す
と
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は h

ttp

：//

w
w
w
.o
gikub

oh
o
jinka

i.jp
/ka

ih
o
/

ka
iho

_
top.h

tm
l 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
は
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

h
ttp

：//

情
報
の
入
手
方
法
で
、
多
く
の
場
合
は
通

信
に
使
用
す
る
プ
ロ
ト
コ
ル
を
表
し
ま
す
。

通
常
のW

eb

ア
ク
セ
ス
に
使
わ
れ
るhttp

や
暗
号
化
さ
れ
たhttps

等
が
あ
り
ま
す
。

w
w
w
.o
g
ik
u
b
o
h
o
jin
k
ai.jp

W
eb

サ
ー
バ
の
ド
メ
イ
ン
名
で
す
。

w
w
w

は
サ
ー
バ
名
（
ホ
ス
ト
名
）
を
、

o
gikub

oho
jinka

i

は
組
織
名
を
、jp

は
日
本
を
表
し
ま
す
。

/k
aih
o
/k
aih
o
_
to
p
.h
tm
l

W
e
b

サ
ー
バ
の
中
で
の
フ
ァ
イ
ル
の
位
置

を
表
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
荻
窪
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
会
報
」
フ
ォ
ル
ダ
の
中
に
あ
る
「
会

報
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
を
表
し
ま
す
。

検
索
窓
に
検
索
し
た
い
事
柄
を
入
れ
検
索

を
か
け
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
よ
く
使
う

言
葉
を
入
れ
ま
す
と
検
索
さ
れ
て
出
て
く

る
デ
ー
タ
が
数
百
万
件
に
も
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
分
が
本
当
に
探
し
た
い
、

あ
る
い
は
知
り
た
い
「
事
」「
物
」
を
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
表
示
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

検
索
サ
イ
ト
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
」
を
使
っ

て
み
ま
し
た
。

上
田
「
さ
っ
き
の
『
ハ
ン
バ
ー
グ
』
の
検

索
結
果
は
確
か
に
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
っ
た
け

ど
、
あ
ん
な
に
沢
山
出
て
き
ち
ゃ
う
と
ど

れ
に
し
て
い
い
か
わ
か
ん
な
い
で
す
よ
ね
。」

景
子
さ
ん
「
そ
う
ね
。『
ハ
ン
バ
ー
グ
』
だ

か
ら
ね
。」

上
田
「
そ
ん
な
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
か
。」

景
子
さ
ん
「
検
索
っ
て
さ
、
何
を
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
で
探
す
か
が
大
事
な
の
よ
。」

上
田
「
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
例
え
ば
ハ
ン
バ
ー
グ
で
も
和

風
と
か
、
煮
込
み
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ

ゃ
な
い
。」

上
田
「
い
い
で
す
ね
そ
れ
。『
和
風
ハ
ン
バ

ー
グ
』
で
入
れ
て
み
ま
す
。」

景
子
さ
ん
「
ど
う
。
そ
れ
で
も
検
索
結
果

が
十
分
の
一
ぐ
ら
い
に
は
少
な
く
な
っ
た
か

な
。」

上
田
「
と
言
っ
て
も
二
万
件
以
上
も
あ
り

ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん
「
自
分
が
何
が
知
り
た
い
か
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
具
体
的
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を

選
ぶ
こ
と
ね
。」

上
田
「
な
る
ほ
ど
。
具
体
的
に
と
。『
お
い

し
い
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
』
が
い
い
な
。」

景
子
さ
ん
「
良
か
っ
た
わ
ね
。
十
件
に
絞

ら
れ
た
じ
ゃ
な
い
。」

上
田
「
結
構
キ
ー
ワ
ー
ド
が
も
の
を
言
う

ん
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん
「
生
意
気
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
わ

よ
。」

簡
単
検
索
の
仕
方
を
ま
と
め
て
見
ま
し

ょ
う
。

【
１
】
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要

キ
ー
ワ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
か
同
じ

意
味
の
言
葉
で
も
検
索
結
果
は
異
な
り
ま

す
。
例
え
ば
「
映
画
」「
シ
ネ
マ
」「
ム
ー

ビ
ー
」
自
分
が
知
り
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
言

葉
に
置
き
換
え
る

【
２
】
絞
り
込
み

検
索
結
果
を
さ
ら
に
絞
り
込
む

キ
ー
ワ
ー
ド
を
追
加
す
る

例
え
ば
「
ハ
ン
バ
ー
グ 

和
風 

レ
シ
ピ
」

キ
ー
ワ
ー
ド
を
追
加
す
る
に
は
前
の
言
葉

の
あ
と
に
﹇
ス
ペ
ー
ス
﹈
を
入
れ
て
記
入

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
」
の
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

﹇
検
索
オ
プ
シ
ョ
ン
﹈
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
う
と
う
こ
の
連
載
も
最
後
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
苦
し
み
な
が
ら
で
も
何
と

か
パ
ソ
コ
ン
を
少
し
ず
つ
扱
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
だ
け
て
い
た
ら
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
。
本
当
は
、
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
苦
し
ま
ず
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
書
き
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
力
足
ら
ず
で
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
頃
に
も
言
い

ま
し
た
よ
う
に
「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
が

上
達
の
早
道
で
す
。
ま
た
、
近
く
に
パ
ソ

コ
ン
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
教
え
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
と
に
か
く
パ
ソ
コ
ン
に

「
触
り
つ
づ
け
る
こ
と
」「
諦
め
な
い
こ
と
」

の
二
言
を
皆
様
に
お
送
り
し
て
、
ご
愛
読

に
感
謝
し
つ
つ
お
別
れ
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Google（グーグル）

Yahoo!（ヤフー）

Excite（エキサイト）

Infoseek（インフォシーク）

goo   （グー）

等々いろいろあります。

「
検
索
の
簡
単
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
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【東京国税局管内(千葉県、東京都、神奈川県、山梨県)各税務署の平成17年分の路線価図等の設置予定】

閲覧は国税庁ホームページが便利です!!

区分
全国の路線価図等を設置する税務署 東京国税局管内の路線価図等のみを設置する税務署

千葉東 市川 松戸
千葉南 千葉西 銚子 船橋 館山 木更津

佐原 茂原 東金 柏

神田 京橋 芝

品川 新宿 東京 上野

目黒 世田谷 渋谷

豊島 足立 葛飾

麹町 日本橋 麻布 四谷 小石川 本郷

浅草 本所 向島 江東西 江東東 荏原

大森 雪谷 蒲田 北沢 玉川 中野

杉並 荻窪 王子 荒川 板橋 練馬東

練馬西 西新井 江戸川北 江戸川南

八王子 立川 武蔵野 青梅 武蔵府中 町田 日野 東村山

横浜中 横浜南 神奈川

川崎北 藤沢

鶴見 保土ケ谷 戸塚 緑 川崎南 川崎西

横須賀 平塚 鎌倉 小田原 相模原 厚木

大和

甲府 山梨 大月 鰍沢

(注) 1. 印の税務署では、(財)大蔵財務協会によるコピーサービス(有料)を行っています。

 2. 板橋税務署及び東村山税務署には、埼玉県内の路線価図等も設置されます。

 3. 東京国税局(千代田区大手町1－3－3 大手町合同庁舎3号館)の路線

価図閲覧コーナー(1階)でも全国の路線価図等が閲覧できます。

☆詳しくは、最寄りの税務署(資産課税部門)にお尋ねください。

都県

千葉県

都区内

多摩地区

東
京
都

神奈川県

山梨県

税務コーナー

〇平成17年分の路線価及び評価倍率の公表日は、平成17年8月1日(月)です。
〇路線価図等は、上記の日に国税庁ホームページ【http : //www.nta .go. jp】に
掲載される予定ですので、ご利用ください。
〇国税庁ホームページの路線価図等閲覧コーナーでは、全国の過去3年分の路線価図等
がご覧になれます。
〇東京国税局管内の各税務署には、次の区分で路線価図等(冊子)が設置されます。
〇国税局・税務署での路線価図等の閲覧はどなたでもできますが、混雑時はお待ちいた
だく場合があります。

平成17年分の路線価図等の閲覧について



29　Ogikubohojinkai Kaiho August 2005

ご存じですか！インターネットで税金相談！
インターネットだから、ご利用方法は、とっても簡単！

知りたい項目をクリック！

タックスアンサーホームページにアクセス！
http : //www.taxanswer.nta .go . jp

タックスアンサー（税金相談）は、

税務相談室に寄せられた相談の中

から比較的簡易で利用の多い相談

項目を収録しています。

簡易定型的なご相談には、タックス

アンサーが便利です！！

◎タックスアンサーのご利用方法は、こちらに掲載されているインターネットのほか、電話・ファクシミ
リによる方法があります。
詳しくは、税務署で配布されているタックスアンサーコード表をご覧ください。

国税庁ホームページに「質疑応答事例」等を掲載しました！

ホームページのアドレス！
h t t p : // w w w . n t a . g o . j p

「質疑応答事例」等は、過去に国税当局が納税者の
皆様に回答した事例等の中から精選したものを、税目、
分野別に収録しています。
（平成17年3月1日現在、約1300件を収録）
具体的な事例の照会には、「質疑応答事例」等が便
利です！！

国 税 庁ホームページで
最新の法令解釈通達を
ご覧になることができます！

ここをクリック！

インターネットによるタックスアンサー！
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5
月
12
日
、
恒
例
の
野
外
研
修
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

車
中
で
の
ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
税
務
研

修
、
水
族
館
・
博
物
館
・
資
料
館
の
見
学

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
そ
し
て

今
回
は
、
4
月
の
総
会
で
就
任
い
た
だ
い

た
上
田
部
会
長
に
ご
一
緒
い
た
だ
く
初
め

て
の
野
外
研
修
で
す
。
少
し
緊
張
ぎ
み
の

研
修
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

　

雨
が
降
り
そ
う
な
肌
寒
い
お
天
気
で
す

が
、
杉
並
公
会
堂
前
の
バ
ス
車
中
に
陣
取

っ
た
面
々
は
朝
か
ら
元
気
溌
剌
。
さ
す
が

お
年
寄
り
の
メ
ン
バ
ー
は
朝
に
強
い
!
緊

張
感
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
部
会
長
の
爽

や
か
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
バ
ス
は
「
さ

い
た
ま
水
族
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
税
金
ク
イ
ズ
。
こ
れ
が
頭
を
悩

ま
す
問
題
が
多
い
の
で
す
ね
ぇ
、
毎
年
。

源
泉
税
に
限
ら
ず
、
税
務
に
関
す
る
幅
広

い
知
識
が
試
さ
れ
る
内
容
で
す
。

 

「
国
民
1
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
処
理
費
用
な

ん
て
分
か
る
?
」

 

「
ど
れ
ぐ
ら
い
か
ね
ぇ
?
結
構
か
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
?
」

 

「
産
廃
業
者
が
山
積
み
に
し
て
る
ゴ
ミ
は

ど
う
な
っ
て
ん
の
?
う
ち
の
廻
り
に
ゴ
ミ

の
山
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。」

 
「
ゴ
ミ
の
山
っ
て
言
え
ば
さ
ぁ
〜
、・・・・・
」

 
博
識
な
面
々
の
会
話
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
制
限
時
間
は
ど

ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

 

「
さ
い
た
ま
水
族
館
」
は
、
広
い
駐
車
場

と
広
い
敷
地
、
池
と
湿
地
に
木
道
を
廻

ら
し
た
羽
生
水
郷
公
園
の
一
画
に
あ
り
ま

す
。
水
辺
に
は
シ
ラ
サ
ギ
や
カ
モ
の
仲
間

達
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
見
学
と
散
策
と

魚
の
餌
づ
け
で
伸
び
伸
び
と
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
美
味
し
い
空
気
を
た
く
さ
ん

吸
い
込
み
ま
す
が
、
お
腹
は
減
る
一
方
で

す
。
魚
や
鳥
が
エ
サ
を
食
べ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
食
事
に
向
か
い
ま
す
。

　

食
事
場
所
は
瀟
洒
な
建
物
の
レ
ス
ト

ラ
ン
。
誰
が
知
っ
て
い
た
の
か
間
違
え
た

だ
け
か
、
雰
囲
気
も
な
か
な
か
良
い
お
店

で
す
。

「
メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
は
魚
と
お
肉
、
ど
ち
ら

に
し
ま
す
か
?
」
な
ん
て
聞
か
れ
て
、「
今
、

水
族
館
行
っ
て
き
た
か
ら
魚
は
い
い
や
。

肉
に
し
て
ち
ょ
う
だ
い
。」「
・
・
・
・
。」

お
店
の
人
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
水
族
館
の
魚
を
食
べ
た
り
し
て

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
・
・
・
。

　

続
い
て
「
行
田
市
郷
土
博
物
館
」「
さ

き
た
ま
資
料
館
」
の
見
学
で
す
。

「『
さ
い
た
ま
水
族
館
』
だ
の
『
さ
き
た
ま

資
料
館
』
だ
の
聞
い
た
こ
と
も
な
い
ね
ぇ
。

面
白
い
の
?
埼
玉
な
ん
て
ロ
ク
な
所
が
な

い
か
ら
な
ぁ
。」
な
ど
と
口
の
悪
い
メ
ン
バ

ー
が
言
っ
て
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
見
ご

た
え
が
あ
り
、
皆
ん
な
興
味
深
く
見
学

し
、
案
内
の
方
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
さ
き
た
ま
資
料
館
の
周
り
は
、
さ

き
た
ま
風
土
記
の
丘
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
宝
の
鉄
剣
が
出
土
さ
れ
た
稲

荷
山
古
墳
を
は
じ
め
9
基
の
大
型
古
墳

が
群
集
し
て
い
て
、
半
日
く
ら
い
時
間
を

と
っ
て
ユ
ッ
ク
リ
見
学
し
た
い
場
所
で
す
。

「
今
度
、
家
族
で
来
て
み
よ
う
か
な
あ
」

な
ん
て
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
私
は
埼
玉
県
の
住
民
で
す
。

フ
ッ
フ
ッ
フ
。

GENSEN
BUKAI

源泉部会

上
田
部
会
長
と
初
め
て
の
野
外
研
修

源
泉
部
会 

野
外
研
修
会

源泉部会長就任ご挨拶 
　4月13日に開催されました第31回源泉部会定時総会における役員改選により、保坂前部
会長からバトンタッチされました上田でございます。
　このような大役を仰せつかり、正直なところ大変戸惑っております。
　さて、ご存知のように源泉部会とは源泉所得税を中心に研修を行う部会ですが、法人会の
集まりの中でも他とは違う側面を持っていると思います。
　部会員として入会するのはもちろんそれぞれの法人ですが、実際に研修等に参加していただ
くのはそれぞれの会社の経理実務担当者がほとんどです。
　社長さんのように、法人会の会合があるからちょっと出かけてくるよとか、会費はいくらだ
ったよと、ある程度自由がきけば良いのですが、実際は出席のためにかなり気を使っておられ
るのではないでしょうか。
　各会社の皆様方のご理解をいただかなければ運営できない性格を持った部会ですので、各
部会員が気を使わず出席出来るよう、逆にどんどん部会に送り出していただけるような雰囲気
を各会社の方々に作っていただき、次回は誰が出席するのか順番待ちになるくらい気軽に参加
できる部会にしていきたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
　現在の源泉部会があるのも諸先輩方々、住田元部会長、保坂前部会長が長年にわたりご尽
力されてのことではないかと思っています。
　先輩の方々が築かれた源泉部会の名に恥じないような部会活動を目指して、出来る限り努力
していきたいと思いますので、今後とも法人会の皆様方のご協力と、暖かいご支援を賜りたく、
よろしくお願い申し上げます。

源泉部会長

上田仁士

源
泉
部
会
副
部
会
長 

鎌
田
健
二

野外研修に参加した源泉部会の皆さん
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SEINEN
BUKAI

青年部会

JOSEI
BUKAI

女性部会

　

平
成
17
年
7
月
11
日
、
こ
け
し
屋
に
て

7
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

親
会
の
住
田
副
会
長
の
ご
講
演
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
先
輩
の
皆
様
を
始
め
大
勢

の
部
会
員
の
方
に
ご
出
席
戴
き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
の
内
容
は
、
ご
自
身
が
経
験
し

て
き
た
事
業
の
事
、
事
業
継
承
の
事
、　

そ
し
て
青
年
部
会
の
事
な
ど
、
我
々
に
と

り
ま
し
て
身
近
な
話
題
で
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
に
於
い
て
今
回
の
様
に
諸
先

輩
の
方
の
お
話
を
拝
聴
出
来
る
事
は
、

部
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
住

田
副
会
長
に
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
4
月
6
日
（
水
）
荻
窪
法

人
会
女
性
部
会
第
29
回
総
会
が
杉
並
会

館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
梅
津
統
括
官
に
「
四
方
山

話
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
麻
布
税
務
署
時
代
の
思
い
出
話

や
人
生
経
験
か
ら
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
人

生
は
60
歳
か
ら
と
い
う
お
話
し
を
お
聞
き

い
た
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

の
40
分
で
し
た
。

　

次
に
総
会
で
は
、
井
野
場
部
会
長
の
挨

拶
の
あ
と
議
事
第
1
号
議
案
か
ら
第
5

号
議
案
ま
で
を
各
委
員
が
み
な
さ
ん
に
ご

報
告
し
、
42
名
出
席
の
も
と
滞
り
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
時
よ
り
懇
談
会
に
移
り
、
今
回
か
ら

荻
窪
税
務
署
の
中
村
署
長
他
3
名
及
び

水
島
会
長
、
宇
田
川
副
会
長
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
新
し
い
改
正
が
あ
り
私

た
ち
納
税
者
と
の
会
合
が
行
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

 

宇
田
川
副
会
長
の
乾
杯
の
あ
と
、
ご
来

賓
の
方
た
ち
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら

和
や
か
に
み
な
さ
ん
が
交
流
を
深
め
た
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。
短
い
時
間
で
し

た
が
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
無
事

に
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
次
回
も
多
数
の

ご
出
席
を
心
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
40
分

女
性
部
会
第
29
回
総
会

女
性
部
会
幹
事 

大
久
保
久
子

会
員
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

７
月
例
会

住
田
副
会
長
講
演

BLOCK
ブロックだより

浴
衣
で
参
加
し
よ
う！

八
丁
打
ち
水
大
作
戦

　

平
成
17
年
８
月
21
日（
日
）〜
27
日（
土
）

午
後
５
時
よ
り
、
八
丁
通
り
商
店
街
と

荻
窪
法
人
会 

第
６
支
部
・
第
８
支
部
主

催
に
よ
る
、
深
刻
化
す
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
に
対
抗
す
る
た
め
、「
打
ち
水
」

を
行
い
ま
す
。
浴
衣
で
参
加
の
方
に
も
れ

な
く
浴
衣
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。

八丁打ち水大作戦ポスター

　

上
田
さ
ん
、
4
年
間
に
わ
た
っ
た

22
回
の
連
載
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
連
載
で
覚
え
た
こ
と

や
、
教
え
ら
れ
た
事
は
本
や
雑
誌
で

は
書
か
れ
て
い
な
い
話
で
し
た
。
段

ボ
ー
ル
の
開
け
方
か
ら
検
索
の
仕
方

ま
で
私
た
ち
初
心
者
を
丁
寧
に
導
い

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
連
載
に
は
、

上
田
さ
ん
の
苦
悩
の
が
垣
間
見
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
全
く
新
し

い
分
野
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
苦
悩
が
す
ば
ら
し
い
ア
イ

デ
ア
や
企
画
力
に
表
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
文
章
に
も
脱
帽
で

す
。
こ
れ
で
、
最
終
回
に
な
る
の
は

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
か

た
ち
で
広
報
委
員
会
に
携
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。
景
子
さ
ん
に
も
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
次
回
に

は
景
子
さ
ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
長 

鹿
野
修
二

編
集
後
記

水島会長、梅津統括官を囲んで

住田副会長講演

青
年
部
会
副
部
会
長 

真
野 

大

　
　
　

〃 

岡 

博
之

幹
事
長 

柴
田
夏
航

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
副
ブ
ロ
ッ
ク
長  

河
又
雅
之




